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1
月
11
日
、
平
成
26
年
度
豊
岡

市
成
人
式
を
市
民
会
館
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

対
象
者
9
1
4
人
（
男
性

4
5
6
人
、
女
性
4
5
8
人
）の

う
ち
、
7
5
6
人（
男
性
3
8
0

人
、
女
性
3
7
6
人
）が
参
加
し
、

会
場
は
、
振
り
袖
や
羽
織
は
か
ま
、

ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
で

埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
冒
頭
で
、
新
成
人

が
生
ま
れ
た
年
度
に
起
き
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震

災
の
犠
牲
者
に
対
し
、
黙
と
う

が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
中
貝
市
長
な
ど
が
お
祝
い
の

こ
と
ば
を
贈
り
、
新
成
人
を
代
表

し
て
、
高た

か

田だ

尚な
お

幸ゆ
き

さ
ん
と
大お

お

木き

本も
と

泰た
い

斗と

さ
ん
が「
こ
れ
か
ら
の
豊
岡

を
担
え
る
よ
う
な
立
派
な
大
人
を

志
し
、人
生
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
」

と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
の「
フ
ォ
ト
ム
ー
ビ
ー
、

ス
ペ
シ
ャ
ル
メ
ッ
セ
ー
ジ
」で
は
、

思
い
出
の
写
真
や
恩
師
か
ら
の
お

祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
上
映
さ
れ
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
最
後
は
、
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト

も
加
わ
り
、
参
加
者
全
員
で
記
念

写
真
の
撮
影
を
し
ま
し
た
。　

 《
問
合
せ
》
生
涯
学
習
課

　

☎
23

－

0
3
4
1

▲国歌を斉唱する新成人▲司会・進行

▲中貝市長などが新成人を祝福・激励

▲新成人を代表して記念品を受領

▲誓いのことばを述べる代表の２人

914人が新たな誓い平成26年度
　豊岡市成人式
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　晴れて新成人となり、その自覚を持つことを大
切にしたいです。無難ながらも時には果敢に挑戦
することをいとわず、社会に貢献できるよう努力
します。　　　　　  司会　土

ど

肥
ひ

　樹
たつき

（但東町河本）

　あいさつ・笑顔・礼儀、この三つをモットーに
して、素敵な大人になりたいです。私を支えてく
ださった全ての人に感謝し、新成人として自覚を
持って日々の生活を大切にしていきたいです。

司会　西岡奈津美（日高町上石）

　実行委員のみんなの協力で素晴らしい式典にな
りました。この経験を生かし、自分の将来につな
げたいです。

誓いのことば（副委員長）高田尚幸（法花寺）

　成人になると選挙権などの今までにない責任が
増えていきます。今まで以上に、自分の行動に責
任を持ち、過ごしていきたいです。

誓いのことば　大木本泰斗（日高町竹貫）

　無事に成人式を迎えることができ、ここまで温
かく育ててくれた両親に感謝しています。これか
らの新しい夢に向かって頑張っていきたいです。

記念品受領　小林利
り

菜
な

（山王町）

　まだ学生なので20歳を迎えても何かが変わった
という実感はありません。成人式に出ることで、
実感を持ちこの先も頑張っていきたいと思います。

記念品受領　藤田健
けん

汰
た

（但東町坂野）

　成人式を迎え、新たに大人への階段を一歩進ん
だ気がします。私は４月から社会人として但馬で
就業します。自分自身の行動・言動に責任を持っ
て過ごしていきます！

ピアノ伴奏　松本　茜（野上）

　豊岡人として豊岡に誇りを持ち、若い私たちが
地元を引っ張っていきたいです。豊岡が大好きな
ら、何でもできる！

閉会のことば（委員長）稲森　萌
もえ

（江本）

　今日を一つの区切りとして自分の行動に責任を
持ち、周りの人への感謝を忘れず、常に笑顔で前
向きに歩んでいきます。
心のプラカード説明　喜多見亜

あ

依
い

（日高町伊府）

　４月から看護師として働きます。豊岡を離れま
すが、将来、この但馬に帰り、地域に貢献できる
看護師になりたいです。

心のプラカード説明　山西佑
ゆ

佳
か

（出石町町分）

　人生の大きな節目を迎え、新たなスタートを切
ることができました。家族やお世話になった方々
に感謝を伝え、自分らしい充実した日々をつくっ
ていきます。　　　　 記念写真　古西一

かず

希
き

（江本）

　成人式の実行委員をして感じたことがあります。
それは豊岡が素晴らしいということです。このこ
とをしっかりと持ち続け、これからも頑張ってい
きたいです。　  記念写真　細田大

だい

樹
き

（城崎町来日）

▲▼友人との再会

▲市役所大会議室で実況中継

▼参加者全員で記念撮影

▲成人式実行委員の皆さん

成人式実行委員の｢20歳の誓い｣

ハイ
ハタチ♪
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所
得
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た

　
【
期
間
】
２
月
16
日（
月
）〜
３
月
16
日（
月
）

申
告
は
正
し
く
お
早
め
に
!!

《
問
合
せ
》
税
務
課
市
民
税
係 

☎
21

－

9
0
4
5

市
県
民
税
・
国
民
健
康

保
険
税
の
申
告

◇
期
限
内
に
必
ず
申
告
を
！

　
こ
の
申
告
書
は
、
所
得
証
明
書
、

老
齢
福
祉
年
金
、
福
祉
医
療（
老

人
医
療
等
）・
児
童
手
当
の
給
付
、

保
育
所
の
入
所
や
市
営
住
宅
入
居

な
ど
の
手
続
き
に
必
要
な
資
料
と

な
り
ま
す
。
申
告
が
な
い
と
、
こ

れ
ら
に
関
係
す
る
証
明
書
が
発
行

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
期
限
内
に
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
必
要
な
書
類
・
証
明
書
・
印
鑑

を
忘
れ
ず
に
！

　
相
談
前
に「
平
成
27
年
度
市
県

民
税
申
告
の
て
び
き
」を
よ
く
読

み
、
帳
簿
な
ど
を
整
理
し
て
、
申

告
書
を
作
成
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。来
庁
時
に
は
、必
要
な
書
類
・

証
明
書
・
印
鑑
を
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
帳
簿
の
整
理
が
で
き

て
い
な
い
場
合
や
必
要
書
類
が
な

い
場
合
は
、
相
談
を
お
断
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
3
月
16
日
の
申
告
期
限

間
近
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
早
め
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
な
お
、
市
役
所
で
の
申
告

相
談
は
混
雑
し
ま
す
。
所
得
税
・

消
費
税
の
申
告
を
す
る
方
は
、
税

務
署
や
じ
ば
さ
ん

但
馬
な
ど
で
の
申

告
相
談
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
申
告
の
必
要
な
方

　
平
成
27
年
1
月
1

日
現
在
、
豊
岡
市
に

住
所
が
あ
り
、
平
成

26
年
中
に
所
得
の
あ

っ
た
次
の
方

・
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
方

（「
低
所
得
者
軽
減
」の
関
係
で
、

所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
申

告
書
の
提
出
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。）

・
給
与
所
得
の
他
に
所
得
の
あ
る

方
・
2
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払

い
を
受
け
た
方

・
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、
寄

附
金
控
除
の
適
用
を
受
け
る
方

◇
申
告
の
不
要
な
方

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

・
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら

市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て

い
て
、
他
に

所
得
が
な
い

方
・
収
入
が
公
的

年
金
の
み
の

方（
年
金
額
に
よ
り
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

■市県民税・国民健康保険税申告書提出の要否

所得税の確定申告をする。

いいえ
はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

給与等の年末調整の内容に
変更がある。 申告書を

提出して
ください。

※不要の場
合もありま
す。
　詳しくは
問い合わせ
てください。

給与または公的年金以外に
所得がある。

年の途中で退職などの異動
がある。

給与または公的年金を２カ
所以上からもらっている。

国民健康保険加入世帯であ
る。

申告書の必要
はありません

◇
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療

対
象
者
の
方

　
税
法
で
は
申
告
が
不
要
な
場
合

で
も
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険

料
を
算
定
す
る
上
で
、
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
市
民
課
国
保
医
療
係
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◇
市
県
民
税
申
告
書（
兼
国
民
健

康
保
険
税
申
告
書
）の
配
布

　
昨
年
に
市
県
民
税
申
告
書
を
提

出
さ
れ
、
今
年
も
申
告
が
必
要
と

思
わ
れ
る
方
に
は
、
1
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
に

加
入
の
皆
さ
ん
へ

　
全
て
の
加
入
世
帯
に
送
付
し
て

い
ま
し
た「
国
民
健
康
保
険
税（
国

保
税
）納
付
済
額
の
お
知
ら
せ
」の

は
が
き
は
、
平
成
25
年
か
ら
廃
止

し
ま
し
た
。

　
申
告
の
際
は
、
原
則
と
し
て
自

身
で
国
保
税
の
納
付
済
額
を
計
算

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
計
算
方
法
な

ど
が
不
明
な
場
合
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
平
成
26
年
分
所
得
の
申
告
時
期

に
な
り
ま
し
た
。
平
成
26
年
1
月

1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
1
年

間
の
所
得
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
対
象
は
、
所
得
税
、
個
人

事
業
税
、
市
県
民
税
、
国
民
健
康

保
険
税
で
す
。
相
談
会
場
・
時
間

は
次
ペ
ー
ジ
の

一
覧
表
の
と
お

り
で
す
。
気
軽

に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
事
業
規
模
の
大
き

い
方（
所
得
金
額
が
お
お
む
ね

3
0
0
万
円
を
超
え
る
方
）や
不

動
産
の
譲
渡
所
得
、
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
を
受
け
る
方
、
青
色

申
告
を
す
る
方
は
、
税
務
署
で
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
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◆
農
業
所
得
申
告
は
正
確
に
!!

　
農
業
所
得
は
収
支
計
算
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
業
以
外
に
給
与
所
得
な
ど
の

所
得
が
あ
る
方
は
、
所
得
を
合
算

し
て
市
県
民
税
の
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
収
支
計
算
す
る
際
の
土

地
改
良
費
は
、
賦
課
金
が
10
ア
ー

ル
当
た
り
1
万
円
以
上
の
場
合
は
、

賦
課
金
に
含
ま
れ
て
い
る
永
久
資

産
相
当
分
が
必
要
経
費
と
し
て
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
賦
課
金
が
1
万

円
以
上
の
土
地
改
良
区
等
の
控
除

額
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
土
地

改
良
費
の
必
要
経
費
と
し
て
計
上

し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
表
に
な
い
土
地
改
良
区
等

の
賦
課
金
は
、
10
ア
ー
ル
当
た
り

1
万
円
未
満
で
す
。
支
払
っ
た
賦

課
金
額
を
必
要
経
費
と
し
て
計
上

し
て
く
だ
さ
い（
城
崎
、
竹
野
、
日

高
、
但
東
地
域
に
は
1
万
円
以
上

の
土
地
改
良
区
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　
ま
た
、
支
払
額
の
分
か
る
領
収

書
等
は
必
ず
7
年
間
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

対
象
者
が
拡
大（
平
成
26
年
1

月
か
ら
）

　
個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
、

農
業
も
含
む
事
業
所
得
、
不
動
産

所
得
ま
た
は
山
林
所
得
を
生
ず
べ

き
業
務
を
行
う
全
て
の
方（
所
得

税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申

告
の
必
要
が
な
い
方
も
対
象
）は
、

平
成
26
年
1
月
か
ら
記
帳
と
帳
簿

書
類
の
保
存
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
豊
岡
税
務
署
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
税
務
署
個
人
課

税
第
一
部
門
☎
22

－

2
1
4
4

平
成
26
年
分
農
業
所
得
の
申
告
に
つ
い
て

申告相談会場一覧表

《土地改良費控除額（10アール当たり）》

《夜間・休日相談》

申告相談会場
２月 ３月

受付・相談時間16 17 18 19 20 23 24 25 26 27 ２ ３ ４ ５ ６ ９ 10 11 12 13 16
月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月

豊岡税務署別館１階 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎（相談）９：00～17：00
市役所本庁舎２階大会議室

城崎支所
竹野支所
日高支所
出石支所
但東支所

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（受付）８：30～16：00
※受付人数制限有

（相談）８：30～12：00
13：00～受付分
終了まで

じばさん但馬６階 ● ● ● ● ● ● ● ●

（相談）９：30～12：00
13：00～16：00

城崎さとの湯１階 ● ● ●
豊岡市商工会竹野支部１階 ● ● ●
豊岡市商工会日高支部２階 ● ● ● ● ●
豊岡市商工会出石支部１階 ● ● ● ● ●
但馬ちりめん振興館 ● ● ●

◇
所
得
申
告
用
固
定
資
産
税

明
細
書
の
廃
止

　
所
得
税
、
市
県
民
税

申
告
用
と
し
て
希
望

者
に
渡
し
て
い
ま
し

た「
所
得
申
告
用
固
定

資
産
税
明
細
書
」は
、
固
定
資
産

課
税
明
細
書
で
代
用
で
き
る
た
め
、

平
成
24
年
か
ら
廃
止
し
ま
し
た
。

※◎印は所得税の確定申告、●印は税理士による所得税の確定申告（土地・建物の譲渡所得に関する指導・相談は行っていま
せん）、○印は市県民税・国民健康保険税の申告（所得税の申告も可）の相談を行います。申告期限が近づくと混雑が予想
されますので、早めに相談にお越しください。

※市役所本庁舎および各支所での申告相談の午前の受付は11時30分までです。人数制限をしていますので、早めに受付を終
了する場合があります（夜間相談・休日相談も人数制限をします）。

※豊岡税務署は、駐車場に限りがあります。お越しの際は、できるだけ公共交通機関を利用してください。なお、申告相談
は午後５時まで行っていますが、申告会場の混雑状況によっては、早めに受付を終了する場合があります。

区分 月日 相談会場 受付時間

■夜間相談 ２月27日（金）
市役所本庁舎２階大会議室、
城崎支所、竹野支所、日高支
所、出石支所、但東支所

18：00～20：00
（受付人数制限有）

■休日相談 ３月８日（日） ８：30～11：30
（受付人数制限有）

地域 名　　称 控除額

豊岡

福江土地改良区 経常・事業分 10,902円

森津土地改良区
一般分 21,411円

特別分 19,149円

出石
中川土地改良区 田 10,022円

出石北土地改良区 田 10,674円
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歩
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
四
季
の
様

子
や
人
と
の
交
流
、
個
々
の
健
康

づ
く
り
、
市
が
進
め
て
い
る「
玄

さ
ん
元
気
教
室
」、
健
康
情
報
な

ど
を
投
稿
し
ま
す
。

  

平
成
20
年
度
の「
ふ
る
さ
と
納

税
」制
度
の
開
始
以
来
、本
市
は「
コ

ウ
ノ
ト
リ
豊
岡
寄
付
金
」と
い
う
名

称
で
寄
付
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
本
市
の
コ
ウ
ノ

ト
リ
野
生
復
帰
や
環
境
へ
の
取
組

み
の
賛
同
者
な
ど
、
多
く
の
方
か

ら
寄
付
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　

豊
岡
の
知
名
度
向
上
や
特
産
品

の
P　
R
を
図
り
、
よ
り
多
く
の
寄

付
で
応
援
を
い
た
だ
く
た
め
、
こ

の
た
び「
コ
ウ
ノ
ト
リ
豊
岡
寄
付

金
」を
平
成
26
年
12
月
5
日
か
ら

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

変
更
内
容
は
二
つ
で
す
。

　

一
つ
目
は
、
特
典
の
大
幅
な
拡

充
に
よ
る
、
本
市
へ
の
寄
付
の
魅

力
ア
ッ
プ
で
す
。
リ
ニュー
ア
ル
に
よ

り
、
寄
付
金
額
の
3
割
相

当
の
ポ
イ
ン
ト（
寄
付
金

額
50
万
円
以
上
の
場
合
は
、

一
律
15
万
円
相
当
の
ポ
イ

ン
ト
）を
寄
付
者
に
付
与

し
ま
す
。
寄
付
者
は
、
そ

の
ポ
イ
ン
ト
の
範
囲
内
で
、

豊
岡
鞄
、
但
馬
牛
、
津

▲フェイスブックページ

▲寄付特典の一部を掲載した
カタログ

▲「応援してくれんと、
ダメじゃ～ダメダメ」

〜
豊
岡
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
〜

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
豊
岡
寄
付
金
」リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

〜
み
ん
な
が
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
〜

「
と
よ
お
か
歩
キ
ン
グ
」フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
開
設

〜「
日
本
エ
レ
キ
テ
ル
連
合
」流
行
語
大
賞
〜

お
め
で
と
う
！
お
祝
い
の
懸
垂
幕
を
設
置

【
12
月
】

13
日
・
新
城
崎
大
橋
架
橋
早
期
実

現
促
進
大
会

14
日
・
植
村
直
己
記
念
ス
ポ
ー
ツ

公
園
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

15
日
・
豊
岡
市
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
2
0
1
5
ジ
ョ
ブ
ナ

ビ
豊
岡
発
行

・
豊
岡
市
障
害
者
福
祉
計
画

策
定
委
員
会

16
日
・
日
本
エ
レ
キ
テ
ル
連
合
の

新
語
流
行
語
大
賞
受
賞

お
祝
い
懸
垂
幕
掲
揚

18
日
・
消
防
企
画
総
合
訓
練

19
日
・
平
成
26
年
豊
岡
市
政
10
大

ニ
ュ
ー
ス
発
表

26
日
・
市
役
所
仕
事
納
め
式

【
1
月
】

3
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
新
春

特
別
開
館（
〜
4
日
）

4
日
・
但
東
消
防
団
出
初
式（
11

日
・
豊
岡
・
竹
野
・
出

石
）

5
日
・
市
役
所
仕
事
始
め
式

・
賀
詞
交
換
会

・
城
崎
町
湯
島
大
火
災
害
対

策
本
部
設
置

10
日
・
豊
岡
市
消
防
本
部
消
防
出

初
式

11
日
・
豊
岡
市
成
人
式

12
日
・
但
馬
こ
う
の
と
り
周
産
期

医
療
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
・

記
念
講
演
会

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

本
市
は
、
市
民
自
ら
が
歩
い
て

暮
ら
す
こ
と
を
健
康
づ
く
り
の
基

本
と
し
て
、
誰
も
が
笑
顔
を
交
わ

し
合
い
、
安
心
し
て
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
健
康
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り「
歩
い
て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く

り
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ち
づ
く
り
を
周
知
し
、

誰
も
が
よ
り
積
極
的
に
自
分
に
合

っ
た
健
康
づ
く
り
活
動
を
実
践
す

る
よ
う
に「
と
よ
お
か
歩
キ
ン
グ
」

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
ま
し
た
。　

　

日
本
エ
レ
キ
テ
ル
連
合
の『
ダ

メ
よ
〜
ダ
メ
ダ
メ
』が
平
成
26
年

ユ
ー
キ
ャ
ン
新
語
流
行
語
大
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
日
本
エ
レ
キ
テ

ル
連
合
は
、
本
市
出
身
の
橋
本
小

雪
さ
ん
が
中
野
聡そ

う

子こ

さ
ん
と
組
ん

で
い
る
女
性
お
笑
い
コ
ン
ビ
で
す
。

　

本
市
出
身
者
の
快
挙
を
、
帰
省

客
や
市
民
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
み
ん

な
で
祝
福
す
る
た
め
に
、
平
成
26

年
12
月
16
日
か
ら
1
月
末
ま
で
市

役
所
前
に
懸
垂
幕
を
設
置
し
て
い

居
山
か
に
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
、

市
内
の
宿
泊
割
引
ク
ー
ポ
ン
な
ど
、

希
望
の
特
産
品
や
本
市
ゆ
か
り
の

品
を
入
手
で
き
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト

は
、
付
与
日
か
ら
1
年
間
有
効
で
、

有
効
期
間
内
に
再
度
寄
付
し
た
場

合
は
、
ポ
イ
ン
ト
の
積
立
て
が
で
き

ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
寄
付
金
の
払
込
方

法
に
、
こ
れ
ま
で
の
郵
便
振
替
・

現
金
書
留
に
加
え
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済（
Yヤ

フ

ー

a
h
o
o
!

公
金
支
払
い
）を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
寄
付
申
出
か
ら
寄
付
金
納
付

ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
手
続
き
が

で
き
、
寄
付
者
の
利
便
性
が
大
幅

に
向
上
し
ま
し
た
。

ま
す
。

　

豊
岡
市
マ
ス
コ
ッ
ト「
玄
武
岩

の
玄
さ
ん
」が
、
同
コ
ン
ビ
の
〝
朱

美
ち
ゃ
ん
3
号
〞
に
扮ふ

ん

し
て
懸
垂

幕
掲
示
を
手
伝
い
、
お
祝
い
し
ま

し
た
。



広報とよおか　2015.1.257

　

今
年
は
、
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ

で
国
際
博
覧
会（
万
博
）が
開
か
れ

ま
す
。
テ
ー
マ
は「
地
球
に
食
料

を
、
生
命
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
」で

す
。
要
は
、
食
と
農
業
。
日
本
を

含
め
、
約
1
4
0
の
国
と
国
際
機

関
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。

　

一
昨
年
の
暮
れ
、
そ
の
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。谷
復
興
副
大
臣（
当

時
）に
探
っ
て
い
た
だ
く
と
、
日

本
政
府
館
の
展
示
内
容
は
ま
だ
決

ま
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
。
そ
こ

で
、
旧
知
の
農
林
水
産
省
皆
川
事

務
次
官
に
会
い
に
行
き
ま
し
た
。

　
「
①
日
本
の
農
業
は
、
水
田
が

食
糧
生
産
の
現
場
で
あ
る
と
同
時

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
を
育
む

現
場
で
も
あ
る
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
あ
り
、
②
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
そ

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
③
そ
の
鳥

を
日
本
の
農
業
は
一
度
絶
滅
に
追

い
や
っ
た
が
、
人
間
の
努
力
で
再

び
取
り
戻
し
た
歴
史
を
持
っ
て
い

る
、
④
そ
れ
は
世
界
に
誇
る
べ
き

こ
と
で
あ
り
、
ぜ
ひ
、
万
博
の
場

で
発
信
し
て
ほ
し
い
」と
訴
え
ま

し
た
。

　

快
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨

年
1
月
の
こ
と
で
し
た
。

　

昨
年
11
月
、
日
本
政
府
館
の
展

示
概
要
が
決
定
さ
れ
、
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
展
示
の
最

初
の
シ
ー
ン
で
、
自
然
と
共
生
す

る
日
本
の
農
業
を
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
紹
介
す
る
、

と
あ
り
ま
し
た
。

　

ミ
ラ
ノ
万
博
を
舞
台
に
、
豊
岡

を
ア
ピ
ー
ル
い
た
し
ま
す
。

　

足
元
で
は
、
米
の
無
農
薬
栽
培

の
新
た
な
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
、
米
価
が
大
幅
に
下
落

す
る
中
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米

の
無
農
薬
タ
イ
プ
は
下
が
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
無
農
薬
に
舵
を
切
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
、
1
・

2
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
5
カ
所
で
行
っ

た
新
技
術
の
実
証
栽
培
で
は
、
雑

草
が
少
な
く
、
収
穫
量
も
3
カ
所

で
農
薬
を
使
う
慣
行
農
法
の
豊
岡

の
平
均
反
収
を
超
え
、
食
味
値
も

4
カ
所
で
80
点
を
超
え
る
な
ど
、

大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
ん
な
に
簡
単
に
草
が
抑
え

ら
れ
る
の
な
ら
、
だ
れ
で
も
無
農

薬
栽
培
が
で
き
る
と
感
じ
た
」と

の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
一
気
に
15
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

増
や
す
計
画
で
す
。

　

豊
岡
の
挑
戦
に
エ
ー
ル
を
！

　
ミ
ラ
ノ
で
万
博
な
の
だ

87

　

1
月
3
日
朝
に
城
崎
温
泉
街
で

発
生
し
た
火
災
に
よ
り
、
犠
牲
と

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
衷
心

よ
り
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々

に
対
し
、
お
見
舞
い
を
申
し
あ
げ

ま
す
と
と
も
に
、
市
と
し
て
生
活

再
建
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、
木
造
三
階
建
て
の
伝
統

的
街
並
み
は
、
城
崎
は
も
ち
ろ
ん

我
が
国
に
と
っ
て
も
貴
重
な
財
産

で
あ
り
、
今
後
と
も
し
っ
か
り
守

っ
て
い
き
ま
す
。

　

同
時
に
、
市
民
や
観
光
客
の
皆

様
の
安
全
・
安
心
を
し
っ
か
り
確

保
す
る
た
め
、
耐
火
・
耐
震
な
ど

の
防
災
対
策
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
り
ま
す
。
そ
の
具
体
的
方
策
に

つ
い
て
は
、
市
の
歴
史
的
建
築
物

保
存
活
用
検
討
委
員
会
を
中
心
に

検
討
し
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
は
、
1
月
5
日
に
城
崎
町
湯

島
大
火
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

復
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

尊
い
命
を
失
い
、
ま
ち
の
一
部

を
焼
失
し
ま
し
た
が
、
宿
泊
機
能

は
確
保
さ
れ
、
温
泉
街
は
変
わ
ら

ず
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い

る
こ
と
に
力
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　

豊
岡
市
長　

中
貝
宗
治

城
崎
温
泉
街
の
火
災
に
寄
せ
て

　

人
材
を
求
め
る
市
内
企
業
の
情

報
を
掲
載
し
た
、
企
業
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

市
内
75
社
の
会
社
情
報
や
企
業

説
明
会
情
報
、
市
内
就
職
者
の
座

談
会
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
市
役
所
に

置
く
ほ
か
、
市
内
や
近
隣
の
高
等

学
校
、
全
国
の
大
学（
但
馬
の
高

　

環
境
都
市「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
山
宮
地
場
ソ

ー
ラ
ー
は
、
第
1
期
工
事
が
平
成

24
年
12
月
に
、
第
2
期
工
事
が
平

成
25
年
10
月
に
竣し

ゅ
ん

工こ
う

し
、
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
と
し
て
稼
動
し
て
い
ま
す
。

　

2
年

目
（
平

成
25
年

12
月
16

日
〜
平

成
26
年

12
月
15

日
）
の

発
電
電

〜
2
年
目
も
好
調
〜

豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー・
山
宮
地
場
ソ
ー
ラ
ー
発
電
実
績

〜
就
職
活
動
中
の
方
必
見
〜

「
豊
岡
市
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
2
0
1
5
ジ
ョ
ブ
ナ
ビ
豊
岡
」発
行

▲企業ガイドブック

校
生
進
学

先
を
重
点
）、

市
内
高
等
学

校
を
卒
業
後

3
年
経
過
し

た
方
な
ど
に

届
け
、
若
年

者
の
市
内
就

職
を
促
進
し

ま
す
。

力
量
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
値
と

比
較
す
る
と
、
冬
季
と
台
風
や
大

雨
な
ど
で
天
候
に
恵
ま
れ
な
か
っ

た
8
月
以
外
は
上
回
り
、
2
年
目

全
体
の
達
成
率
は
1
0
2
・
7
％

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
売
電
収
入
は
、
2
年
目

は
3
9
8
7
万
円
と
な
り
、
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
値
と
比
較
す
る
と
、

約
1
0
8
万
円
の
増
収
で
し
た
。

　

稼
動
後
2
年
間
の
売
電
収
入

の
合
計
は
、
約
7
1
7
0
万
円

で
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
値
を
約

4
5
4
万
円
上
回
る
好
成
績
と
な

っ
て
い
ま
す
。

▲山宮地場ソーラー全景



TUG（秒）

片足立ち（秒）

普通歩行（秒）

最大歩行（秒）

握力（kg）

7.1

4.3
3.6
3.0
2.9

25.2
25.5

25.0 30.0 35.00.0 5.0 10.0 15.0 20.0

28.6
31.5

6.9

■開始時　■３～６か月後
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11
月
6
日
に「
健
康
づ
く
り
市

民
の
つ
ど
い
」で
実
践
発
表
を
し

ま
し
た
。

　

地
域
の
変
化
な
ど
が
熱
く
語
ら

実
践
区
の
発
表

教
室
参
加
者
の
声

生
活
習
慣
病
予
防
に
も

介
護
予
防
に
も
効
果
あ
り

れ
、
地
域
の
活
力
が
あ
ふ
れ
出
て

い
ま
し
た
。

※
市
が
勧
め
て
い
る「
玄
さ
ん
元

気
教
室
」の
実
施
団
体
数
は
、

51（
平
成
26
年
12
月
末
時
点
）に

増
え
て
い
ま
す
。

　

モ
デ
ル
地
区
で
実
施
し
た
血
液

検
査
な
ど
の
結
果
、
3
カ
月
間
の

運
動
教
室
介
入
群
で
、Ｂ
Ｍ
Ｉ（
体

格
指
数
）改
善
や
糖
尿
病
予
防
の

効
果
が
実
証
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
65
歳
以
上
の
教
室
参
加

者
の
体
力
測
定
で
は
、
開
始
時
に

比
べ
、
教
室
継
続
後
に
全
て
の
測

定
項
目
で
平
均
値
が
改
善
し
ま
し

た
。
介
護
予
防
へ
の
効
果
も
実
証

で
き
ま
し
た
。

○
草
刈
り
機
が
、
軽
く
持
て
る
よ

う
に
な
っ
た
気
が
す
る
。

○
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
使
わ
ず
に
歩

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

目指すは
生涯現状維持

自然に
見守りの機会へ

体操以外の
楽しみも

江本玄さん元気教室
江本区（豊岡地域）
奥　君子さん

万場玄さん元気教室
万場区（日高地域）
田中美恵子さん

極楽会・玄さん元気教室
林区（竹野地域）
能登茂行さん

　「集まって筋トレす
ることで、膝の痛み
が改善し、屈伸がで
きるようになった」
など、さまざまな体
の変化が出ています。
目指すは「生涯現状維
持」です。

　体操をしている所
に移動販売車が来る
ことで、集まりやす
い環境ができました。
　欠席の人が気にな
り、自然に地域での
見守りの機会になっ
ています。

　定期的に集まって
体操をする機会がで
きて、健康の話題が
増えました。
　体操以外にも、茶
話会やお手玉などを
取り入れています。

○
立
ち
座
り
が
楽
に
な
っ
た
。

○
主
人
か
ら「
よ
く
動
く
よ
う
に

な
っ
た
」と
褒
め
て
も
ら
っ
て

い
る
。

○
地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
が
ア
ッ
プ
し
た
。

○
地
域
の
中
の
情
報
が
早
く
耳
に

入
る
よ
う
に
な
っ
た
。

○
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
に
声
を
掛

け
、
見
守
り
活
動
に
な
っ
て
い

る
。

 

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
健
康
増
進

課
成
人
保
健
係

　

☎
24

－

1
1
2
7

　身近な区の会館などで行
う「健康づくりを中心とした
自主活動」を応援するプログ
ラムです
▼回数　週１回
▼内容　元気もん体操

（ストレッチ・筋ト
レ・音楽体操）
※体操のＤＶＤの貸し出しあり

▼支援　導入期間として、最初の６カ月間に
保健師や指導員を９回程度派遣し、
運営や運動指導を手伝います。

▼貸与　体操用ボール、自動血圧計
※保健師による地域での体験教室も行ってい
ます。気軽に相談してください。

玄さん元気教室
実施区募集！

｢
玄
さ
ん
元
気
教
室｣

で
地
域
を
元
気
に
！

〜
あ
ふ
れ
出
る
地
域
の
底
力
〜

《体力測定結果（平成25年度・65歳以上）》

※TUG：機能的移動能力テスト



曜日 時間 場所 定員

月 午後２時～３時30分

ウェルストーク
豊岡（立野町）

各20人
（先着順）

火 午前10時30分～正午

水 午後２時～３時30分

金 午前９時30分～11時

広報とよおか　2015.1.259

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

　ふれあいいきいきサロンや老人会など、地域で
取り組んでいる活動に対して、専門の指導員が地
域に出向き「健康の話」と「体操」で応援します。
　季節に応じた旬の“健康に役立つ話”と、自宅
でも無理なく続けら
れる“座ってする体
操”を紹介します。
　仲間と体を動かし
て、寒い冬を元気に
乗り切りましょう！
　活動の“ネタ”に
困っている世話役さん、ぜひ、利用してください。
▼募集団体　３団体（先着順）
▼派遣職員　ウェルストーク豊岡の理学療法士ま
たは健康運動指導士、市保健師

▼派遣回数　原則、１団体につき年間１回
※市が行う「地域活動継続支援事業」または「玄
さん元気教室」を利用中の団体は、対象外

▼内　容　○健康の話、健康相談
○介護予防体操（とよおかおさんぽプ
ラン、歩

ある

キング体操）
▼料　金　無料
▼その他　派遣日時は、相談してください。
《申込み・問合せ》健康増進課成人保健係

☎24－1127

・ストレッチをすると、背筋が
スッと伸びて気持ちが良かった。
・体がぽかぽか温まるのを実感した。
・先生の話が面白く、楽しく体操できた。
　など、前向きな感想を多く聞いています。

参加者の声

“とよおかおさんぽプラン”って
何するの？

運動の効果、出てます！

　キーワードは「お・さん・ぽ」です！
●「お」̶ ̶̶̶̶̶おたっしゃで
●「さん（３）」̶ ̶̶週に３日は
●「ぽ（歩）」̶ ̶̶̶歩いて出られる
　そんな体力づくりを目指して、特に足腰
の強化に効果がある体操です。

○握力…最大3.7kgアップ！
○開眼片足立ち（バランス能力
を反映）…最大54.9秒アップ！
○体重…最大2.7kg減！

※H25年度下
半期参加者
データより

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
タ
ジ
オ
や
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
、
温
水
プ
ー
ル

を
利
用
し
、
個
人
の
体
力
に
合
わ

せ
た
運
動
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
組
み

ま
す
。
小
人
数
の
グ
ル
ー
プ
制
で
、

専
門
員
が
指
導
す
る
た
め
、
運
動

初
心
者
で
も
安
心
し
て
参
加
で
き

ま
す
。

▼
期
間　

4
〜
9
月（
全
24
回
）

▼
対
象　

65
歳
以
上
の
市
民（
治

療
中
の
疾
患
が
あ
る
方
は
、
主

治
医
の
意
見
書
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
）

▼
料
金　

千
円（
月
額
）

▼
申
込
期
間　

2
月
2
日（
月
）〜

25
日（
水
）

▼
そ
の
他　

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度

対
象
事
業

　

は
つ
ら
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
の
参

加
者
を
対
象
に
、毎
月
1
回
、ク
ッ

キ
ン
グ
教
室
を
実
施
し
ま
す（
希

望
者
）。

▼
内
容　

調
理
実
習
、
栄
養
士
の

講
話

▼
料
金　

千
円（
全
6
回
分
）

 《
申
込
み
・
問
合
せ
》
健
康
増
進

課
成
人
保
健
係

　

☎
24

－

1
1
2
7

▲三原区（竹野地域）高年クラブの皆さん

《コース》

講師派遣の希望団体を募集します
～楽しく健康づくり・介護予防～

本年度
あと３団体

は
つ
ら
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
参
加
者
募
集

〜
高
齢
者
の
皆
さ
ん
へ
〜
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日
本
人
の
2
人
に
1
人
が『
が

ん
』に
か
か
り
、
3
人
に
1
人
が

『
が
ん
』で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

状
が
な
い
う
ち
に
が
ん
を
発
見
し
、

治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
あ

な
た
の
命
を
守
る
た
め
に
、
が
ん

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
場
合
に
、

治
療
で
ど
れ
く
ら
い
命
を
救
え
る

か
を
示
す
指
標
に『
5
年
相
対
生

存
率
』が
あ
り
ま
す
。
検
診
で
が

ん
が
発
見
さ
れ
た
人
と
、
そ
れ
以

外（
病
院
受
診
時
な
ど
）で
発
見
さ

れ
た
人
の
5
年
相
対
生
存
率
を
比

較
す
る
と
、
検
診
で
発
見
さ
れ
た

人
の
方
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
検
診
は
症
状
の
な
い
人
を

対
象
に
行
う
の
で
、
が
ん
検
診
で

発
見
さ
れ
た
が
ん
は
、
早
期
の
が

ん
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
早
期
治

療
で
自
身
の
命
を
守
る
こ
と
に
な

る
の
で
す
。

そ
の
①　

市
が
料
金
を
一
部
助
成
！

そ
の
②　

検
診
日
時
は
電
話
1
本

で
変
更
可
能
！

そ
の
③　

一
時
保
育
あ
り
！

　

市
で
は
、
毎
年「
す
こ
や
か
市

民
健
診
」で
、
が
ん
検
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
加
入
し
て
い
る
健

康
保
険
に
か
か
わ
ら
ず
、
対
象
年

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

命
を
守
る
と
は
？

市
の
が
ん
検
診
の
メ
リ
ッ
ト

部　位 対象：豊岡市民
（年齢は年度末時点） 内　容

胃 が ん
40歳以上

造影剤による胃透視検査
肺 が ん 胸部X線レントゲン撮影
大 腸 が ん 便の潜血反応検査
前立腺がん 50歳以上の男性 血液検査

乳 が ん 40歳以上の女性
（偶数年齢）

40～68歳：視触診・マンモグラフィ検査
70歳以上：マンモグラフィ検査

子宮頸
けい

がん 20歳以上の女性 視診・細胞診

《市が実施するがん検診》

《５年相対生存率（部位・発見経緯別）》

《豊岡市のがん検診受診率》

『
が
ん
検
診
の
ス
ス
メ
』

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
あ
な
た
の
命
を
守
り
ま
す

〜
年
に
1
度
、
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
〜

■がん検診で発見　■がん検診以外で発見

87.8％

53.3％

91.5％

62.0％

45.8％

16.3％

92.8％
83.7％

94.1％

71.3％

19.3％ 20.9％

29.1％
33.0％

24.3％

30.8％

24.4％

31.8％

24.0％

31.5％

検診 検診 検診 検診 検診

年
間
の
死
亡
者
数
は
3
0
0
万
人

を
超
え
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
医
療
の
進
歩
に
よ
り
、

『
が
ん
』は
早
期
に
発
見
し
治
療
す

れ
ば
、
治
る
確
率
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
が
ん
検
診
を
受
け
、
症

齢
の
豊
岡
市
民
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
と
よ
お
か
2

月
25
日
号
と
一
緒
に
配
布
す
る
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課

　

☎
24

－

1
1
2
7

※100％に近いほど治療で救えるがんであることを意味します。
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健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業

は
、
4
区（
西
花
園
区
、
下
陰
区
、

桑
野
本
区
、
岩
中
区
）を
指
定
し
、

健
康
運
動
教
室
の
開
催
や
歩あ

る

キ
ン

グ
を
通
し
て
、
個
々
の
健
康
状
態

の
変
化
や
、
地
域
の
つ
な
が
り
に

つ
い
て
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
実
施
に
向
け
て
、
新
た
に

育
成
し
た「
健
康
ま
ち
づ
く
り
指

導
員
」（
現
在
28
人
）は
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
運
動
指
導
に
携
わ
り
、

地
域
の
運
動
機
運
を
盛
り
上
げ
る

一
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
も
3
年
目
を
迎
え
、

座
談
会
で
、
熊
本
大
学
教
授
の
都つ

竹づ
く

茂
樹
さ
ん
と
主
に
4
区
に
関
わ

っ
て
い
る
皆
さ
ん
に
、
指
導
員
と

し
て
の
思
い
を
熱
く
語
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

◎
天
野
博
子
さ
ん
の
声

〜
私
の
や
り
が
い
〜

　

自
分
が

体
感
し
て

い
る
こ
と

を
み
ん
な

に
伝
え
る

こ
と
が
う

れ
し
く
て
幸
せ
で
す
。
充
実
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
寄
り
添
い
な

が
ら
、
共
に
健
康
に
な
り
た
い
で

す
。

◎
岸
田
隆
志
さ
ん
の
声

〜
地
域
の
変
化
〜

　

今
ま
で

は
、
顔
見

知
り
程
度

で
し
た
が
、

教
室
を
通

し
て
親
し

く
話
す
よ
う
に
な
っ
た
感
じ
が
し

ま
す
。
教
室
に
来
な
く
て
も
教
室

が
あ
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
が
活

気
づ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

都
竹
茂
樹
さ
ん
か
ら「
皆
さ
ん

の
ま
ち
を
元
気
に
し
た
い
と
い
う

思
い
が
地
域
に
広
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
が
人

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
市
民

に
伝
え
て

い
っ
て
い

た
だ
き
た

い
」と
感

謝
と
応
援

の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。

　

座
談
会
を
通
し
て
、
健
康
運
動

教
室
は
全
て
の
ま
ち
づ
く
り
の
も

と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま

す
。防
災
、健
康
、福
祉
な
ど
、分
野

は
違
い
ま
す
が
、
地
域
と
い
う
視

点
で
は
全
て
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
地
域
を
守
る
、
活
性

化
す
る
こ
と
か
ら
も
、
あ
な
た
の

地
域
で
も
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
?

《
問
合
せ
》健
康
増
進
課

　

☎
24

－

1
1
2
7

▲天野博子さん

▲（左手前から）都竹茂樹さん、武田富代さん、
田中浩二さん、（右手前から）西村充春さん、
天野博子さん、森垣　学

さとる
さん、岸田隆志さん

▲都竹茂樹さん

▲岸田隆志さん

▲玄さん元気教室の運動指導の様子

私
た
ち
も
地
域
の
元
気
を
応
援
し
て
い
ま
す
！

〜
健
康
ま
ち
づ
く
り
指
導
員
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
〜

　

所
得
が
一
定
以
上
の
場
合
、
利

用
者
の
介
護
保
険
の
自
己
負
担
が

2
割
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　

利
用
者
の
自
己
負
担
が
2
割

に
な
る
の
は
、
所
得
が
い
く
ら

以
上
の
場
合
で
す
か
? 

Ａ　

2
割
負
担
と
な
る
の
は
、
1

号
被
保
険
者
の
み
で
、
次
の
基

準
に
該
当
す
る
方
は
、
平
成
27

年
8
月
か
ら
2
割
負
担
と
な
り

ま
す（
2
号
被
保
険
者
の
利
用

者
負
担
は
、
1
割
の
ま
ま
で
す
。

65
歳
に
到
達
し
た
場
合
は
、
翌

月
の
1
日
か
ら
2
割
負
担
と
な

り
ま
す
）。

 【
基
準
】

・
合
計
所
得
金
額（
※
1
）が
1　
6

　
　
0
万
円
以
上
の
方（
単
身
で
年
金

収
入
の
み
の
場
合
、
2
8
0
万

円
以
上
）が
基
本
と
な
り
ま
す
。

（
例
外
）合
計
所
得
金
額
が
1
　

6
　

0
万
円
以
上
で
あ
っ
て
も
、
実

質
的
な
所
得
が
2
8
0
万
円
に

満
た
な
い
ケ
ー
ス
や
2
人
以

上
世
帯
で「
年
金
収
入
と
そ
の

他
の
合
計
所
得
金
額
」の
合
計

が
3
4
6
万
円
未
満
の
場
合
は
、

1
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

《
問
合
せ
》介
護
保
険
課

　

☎
24

2
4
0
1

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す 

❸

〜
利
用
者
の
自
己
負
担
割
合
　
Q
&
A
〜※１　合計所得金額とは、収入から公的年金控除や給与所得控除、必要経費を控除した

　　後で、基礎控除や人的控除等の控除をする前の所得金額

（給与収入や事業収入等から給与所
 得控除や必要経費を控除した額）
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と
よ
お
か
ホ
ッ
と
見
守
り
隊
　
10

　
協
力
事
業
者
紹
介
⑥

■
見
守
り
事
業
に
取
り
組
む
に
当

た
っ
て
、気
を
付
け
て
い
る
点
は
？

　

従
業
員
は
、
ほ
と
ん
ど
の
お
客

さ
ん
と
顔
見
知
り
で
す
。
一
人
暮

ら
し
や
高
齢
者
世
帯
の
方
で
、
し

ば
ら
く
顔
を
見
な
い
お
客
さ
ん
が

あ
る
と
、
知
り
合
い
の
方
に
様
子

を
尋
ね
た
り
し
て
安
否
を
確
認
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

食
品
の
宅
配
も
行
っ
て
い
る
の

で
、
訪
問
時
に「
元
気
が
な
い
」

「
歩
く
の
に
時
間
が
か
か
る
」な
ど
、

い
つ
も
の

様
子
と

違
っ
た
ら
、

民
生
委
員

や
社
会
福

祉
協
議
会
、

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
い
ま

す
。

※
当
事
業
で
は
、
何
ら
か
の
異
変

に
気
付
き
、
市
な
ど
に
連
絡
す

る
場
合
は
、
利
用
者
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
配
慮
し
て
い
ま
す

（
緊
急
時
を
除
く
）。

《
問
合
せ
》高
年
福
祉
課
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－

2
4
0
9

　

見
守
り
事
業
に
取
り
組
む
協
力

機
関
・
事
業
所
の
皆
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

◆
出
石
地
域

 「
フ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
日ひ

足あ
し

」店
長

日
足
勝
己
さ
ん

■
協
力
事
業
所
に
な
っ
た
経
緯
は
？

　

当
店
は
出
石
永
楽
館
の
前
に
あ

り
ま
す
。
住
宅
が
密
集
し
て
い
ま

す
が
、
高

齢
者
世
帯

や
空
き
家

も
多
い
で

す
。

　

そ
ん
な

中
で
、
特

定
の
方
を

見
守
る
の
で
は
な
く
、
日
々
の

仕
事
の
中
で
、お
客
さ
ん
と
接
し
て

い
る
こ
と
が「
見
守
り
」と
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

食
品
か
ら
生
活
用
品
、
手
づ
く
り

の
惣
菜
な
ど
、
高
齢
者
で
も
買
い

物
が
し
や
す
い
よ
う
、
レ
イ
ア
ウ

ト
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
す
た
め
に
役
立
つ
の
で
あ
れ
ば

と
の
思
い
か
ら
、
こ
の
事
業
に
協

力
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

▲日足さん（右）

　

賃
貸
住
宅
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま

な
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
や
解
決
の

た
め
に
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

物
件
は
自
身
の
目
で
見
て

　
　
　
　
　
　
し
っ
か
り
確
認
！

　

前
入
居
者
が
ま
だ
居
住
し
て
い

た
り
、物
件
が
遠
隔
地
で
あ
る
な
ど

で
、
実
際
に
見
る
こ

と
な
く
契
約
し
、
ト

ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。

　

借
り
る
部
屋
や
建

物
の
状
態
を
見
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
周

辺
環
境
、
利
便
施
設
、

駅
ま
で
の
時
間
な
ど

も
、
自
身
の
目
と
足
で
し
っ
か
り

確
認
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

申
込
金
は
返
し
て
も
ら
え
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
を
知
っ
て
お
く

　

仲
介
業
者
に
賃
貸
住
宅
を
案
内

し
て
も
ら
い
、
気
に
入
る
と「
申

込
金（
名
目
は
さ
ま
ざ
ま
）」を
支

払
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
込
金
を
預
か
っ
た
仲
介

業
者
は
、
申
込
み
の
キ
ャ
ン
セ
ル

く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
70

〜
賃
貸
住
宅
を
借
り
る
と
き
の
注
意
点
〜が

あ
っ
た
と
き
に
は
、
い
か
な
る

理
由
が
あ
っ
て
も
返
還
を
拒
ん
で

は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

返
還
を
拒
ん
だ
場
合
、
仲
介
業
者

は
宅
地
建
物
取
引
業
法
違
反
に
よ

る
行
政
処
分
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

契
約
内
容
を
理
解
・
納
得

　
　
　
　
し
て
か
ら
契
約
を
す
る

　

貸
主
が
ど
の
よ
う
な
条
件
で
貸

す
か
、
借
主
が
ど
の
よ
う
な
条
件

で
借
り
る
か
は
、
当
事
者
間
の
合

意
で
自
由
に
定
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

契
約
書
に
借

主
に
不
利
な
特

約
が
あ
っ
た
場

合
、
契
約
時
に

修
正
や
削
除
を

求
め
る
こ
と
は

で
き
ま
す
が
、

貸
主
が
そ
れ
に
応
じ
る
こ
と
は
ま

れ
で
す
。

　

契
約
書
に
記
名
・
押
印
し
て
契

約
が
成
立
す
る
と
、
貸
主
・
借
主

双
方
に
契
約
に
基
づ
く
権
利
・
義

務
が
発
生
し
ま
す
。
契
約
前
に
契

約
内
容
を
よ
く
確
認
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

解
約
に
は「
正
当
な
事
由
」が
必
要

　

一
般
的
な
建
物
賃
貸
借
契
約
で

は
、
借
主
が
希
望
す
れ
ば
更
新
で

き
ま
す
。
貸
主
は
、
正
当
な
事
由

が
な
い
限
り
、
更
新
の
拒
絶
や
一

方
的
に
解
約（
退
去
）を
求
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
借
主
は
強
く

保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
賃
保
証
会
社
と
の

　
　
　
　
　
　
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

　

家
賃
滞
納
に
対
す
る
家
賃
保
証

会
社
の
強
引
な
取
り
立
て
行
為
に

よ
る
ト
ラ
ブ

ル
が
生
じ
て

い
ま
す
。

　

留
守
中
の

鍵
の
交
換
・

荷
物
の
搬
出
、

不
当
な
賃
貸

借
契
約
の
解

除
要
求
な
ど
の
行
為
も
み
ら
れ
ま

す
。
家
賃
を
滞
納
し
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

少
し
で
も
困
っ
た
な
、
お
か
し

い
な
と
思
っ
た
ら
豊
岡
市
く
ら
し

の
相
談
室
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

－

9
0
0
1



も
っ
た
い
な
い
川
柳

応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
敬
称
略
）

豊岡エコポイント ㉗
みんなで取り組もう

広報とよおか　2015.1.2513

　市では、鳥獣害対策を強化しています。
このシリーズでは、市が実施している鳥
獣害対策や、知っていると役に立つ情報
などを、市の鳥獣害対策員が紹介します。
《問合せ》農林水産課☎23－1127

こちら鳥獣害対策員です！⑦
～来年度の獣害対策に向けて～

て
し
ま
う
の
か
を
解
明
し
、
具
体

的
な
対
策
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
決
定
版
！
獣
害
対
策

女
性
が
や
れ
ば
ず
ん
ず
ん
進
む
」

井
上
雅
央（
農
文
協
）

　

電
気
柵
や
集
落
柵
な
ど
、
装

備
は
強
力

に
な
っ
て

い
く
の
に
、

そ
れ
が
う

ま
く
機
能

し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
著
者

は
、
経
験
か
ら
来
る
思
い
込
み
が

対
策
を
難
し
く
し
て
い
る
と
説
き
、

頭
を
柔
ら
か
く
し
て
一
か
ら
考
え

直
す
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。
前

述
の
書
籍
と
同
じ
著
者
で
あ
り
、

重
複
す
る
内
容
も
あ
り
ま
す
が
、

本
書
は
獣
害
に
強
い
農
業
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
重
き
が
置
か
れ
て
い

ま
す
。

　

著
者
は
動
物
の
専
門
家
で
は
な

く
、
農
生
産
シ
ス
テ
ム
管
理
の
専

門
家
で
す
。
農
家
目
線
で
書
か
れ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
話
し
言
葉
の

関
西
弁
が
使
わ
れ
、
非
常
に
親
し

み
や
す
い
こ
と
も
お
薦
め
理
由
で

す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
書
籍
は
市
立

図
書
館
に
あ
り
ま
す
。

　

来
月
は
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
の
中

小
型
哺
乳
類
編
で
す
。

◆
一
般
の
部

野
に
山
に
ふ
き
、
わ
ら
び
摘
み
歩

キ
ン
グ　
　
　
　

   （
稲
葉
君
枝
）

喰
い
放
題
取
り
放
題
の
勘
違
い

（
井
上
清
）

太
陽
と
風
に
資
源
を
託
す
知
恵

（
今
井
忠
雄
）

リ
メ
ー
ク
で
新
た
に
命
吹
き
込
め

る　
　
　
　
　
　
　

   （
黄
く
ま
）

３
Ｒ
守
り
も
っ
た
い
な
い
根
付
く

 （
上
野
翠
）

湯
た
ん
ぽ
の
湯
を
繰
り
返
し
使
う

妻　
　
　
　
　

  　

 （
上
野
天
井
）

も
っ
た
い
な
い
集
め
て
心
の
糧
に

す
る　
　
　
　

   （
あ
ー
さ
ま
ま
）

ガ
ラ
ス
び
ん
洗
わ
れ
て
ま
た
エ
コ

の
旅　
　
　

 　

  （
梅
山
す
み
江
）

食
べ
残
し
お
化
け
が
出
る
と
教
育

し　
　
　
　
　

 　

  （
ガ
ビ
ー
ン
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

母
さ
ん
の
化
粧
品
代
も
っ
た
い
な

い　
　
　
　
　

   （
角
森
多
久
哉
）

弁
当
を
ワ
ザ
と
残
し
て
ご
め
ん
な

さ
い　
　
　
　

   （
角
森
み
ゆ
き
）

お
か
い
も
の
今
の
は
や
り
は
マ
イ

バ
ッ
ク　
　

 　

  （
戸
田
山
愛
華
）

あ
あ
ご
め
ん
大
切
な
の
は
そ
の
気

持
ち　
　
　

   （
さ
さ
き
の
ぼ
る
）

　
「
敵
を
知
り
己
を
知
る
も
の
は

百
戦
危
う
か
ら
ず
」と
い
い
ま
す
。

こ
た
つ
の
お
供
に
獣
害
対
策
本
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

今
号
と
来
月
は
、
お
薦
め
書
籍

を
紹
介
し
ま
す
。
今
月
は
シ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
編
で
す
。

「
こ
れ
な
ら
出
来
る
獣
害
対
策
」

井
上
雅
央（
農
文
協
）

　
「
み
ん
な

獣
害
獣
害
っ

て
、
大
変
な

こ
と
が
お
き

て
る
よ
う
に

い
い
ま
す
け
ど
、
私
に
言
わ
せ
た

ら
、
お
き
て
あ
た
り
ま
え
の
こ
と

が
お
き
て
い
る
だ
け
、
と
い
う
こ

と
で
す
」と
い
う
前
書
き
か
ら
始

ま
る
本
書
。
な
ぜ
動
物
に
や
ら
れ

《市民エコポイント》
　次回抽選会は、３月22日（日）に豊岡稽古堂で開催
します。
　ポイントの引き換えおよび使
用は、この抽選会で終了します。
抽選会までに環境に良い行動を
して、ポイントを貯め、素敵な
賞品を手に入れましょう。
　ポイントの引き換えはエコバレー推進課、各支所
のほか、エコポイント協力店〔㈱ガンピー本店、池
屋、二方蒲鉾㈱、豊岡駅通商店街振興組合事務所な
ど〕や抽選会当日に会場で行えます。
・抽選会日：３月22日（日）
・時　　間：午前10時から午後２時
・場　　所：豊岡稽古堂１階
　市民エコポイント10ポイントで１回抽選できます。

　市では、環境行動の成果が形となって表れ、実感できる仕組み「豊岡エコポイント」を実施しています。抽
選会や賞品などの情報をシリーズでお知らせします。

《問合せ》エコバレー推進課☎23－4480

《企業エコポイント》
　市内事業者が環境に良い行動をした場合に「企業
エコポイント」を交付しています。
　企業エコポイントは１ポイントを１円に換算し、
事務所や工場の省エネ改修、創エネ改修をした場合
に「エコバレー協力金」として事業者に還元していま
す。
　ポイント交付は３月31日まで、貯めたポイント
の使用は、平成28年３月31日までです。ポイント
を使用する際は、エコバレー推進課に相談してくだ
さい。
＜エコバレー協力金支給対象の主な例＞
・木質ペレットストーブなどの導入
・薪ストーブの導入　　・エコキュートの導入
・ＬＥＤ照明の導入　・省エネ型オフィス機器（国
際エネルギープログラム適合機器）の購入

最後の
抽選会です
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住ず
み

泉い
ず

子こ

さ
ん（
豊
岡
地
域
）が
法
務

大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
3
年
で
、
他
の
15
人
の

委
員
と
共
に
、
皆
さ
ん
の
人
権
問

題（
差
別
、
嫌
が
ら
せ
、
い
じ
め
、

体
罰
な
ど
）の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

問
総
務
課
行
政
係

　

☎
23

1
1
1
6

に
出
演
し
た
経
験
が
大
き
か
っ
た

で
す
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

総
務
大
臣
表
彰

平
成
26
年
度
統
計
調
査
員

（
第
20
回
兵
庫
県
統
計
大
会
）

▽
宮み
や

城ぎ

良よ
し

充み
つ（
気
比
）

平
成
26
年
度 

　

全
国
保
育
協
議
会
会
長
表
彰

▽
岡
藤
光
代（
社
会
福
祉
法
人
み

　

え
福
祉
会　
み
え
保
育
園
園
長
）

優
良
愛
育
班
員
知
事
表
彰

■
豊
岡
市
竹
野
愛
育
班

▽
濱
上
喜
代
美（
竹
野
町
竹
野
）

兵
庫
県
愛
育
連
合
会
長
表
彰

■
豊
岡
市
竹
野
愛
育
班

▽
土
生
田
綾
子（
竹
野
町
竹
野
）

第
16
回
　
人
間
サ
イ
ズ
の

ま
ち
づ
く
り
賞

■
知
事
賞
・
ま
ち
な
み
建
築
部
門

　
　
　

○
豊
岡
1
9
2
5

　
　
　

▽
豊
岡
市（
事
業
主
）

　
　
　

▽
㈲
才
本
建
築
事
務
所

（
設
計
者
）

　
　
　

▽
友
田
建
設
㈱（
施
工
者
）

第
44
回
高
等
学
校

ラ
ジ
オ
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

■
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
・
優
秀
賞

▽
早
川
美
菜
子（
近
畿
大
学
附
属

　

豊
岡
高
等
学
校
3
年
・
城
崎
町

　

湯
島
）

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
全
国

の
高
等
学
校
か
ら
番
組
制
作
部
門

に
48
校
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
に

1
5
8
人（
65
校
）の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。早
川
さ
ん
の
優
秀
賞（
得

点
換
算
で
3
位
）は
、
同
校
放
送

部
で
初
と
の
こ
と
。

　

早
川
さ
ん
は「
受
賞
で
き
た
の

は
、F
M
ジ
ャ
ン
グ
ル
で『
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
ラ
ジ
オ（
生
放
送
番
組
）』

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

■
知
事
賞・ま
ち
づ
く
り
活
動
部
門

○
た
ん
と
う
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ

　

り
実
行
委
員
会（
代
表　

霜
倉

　

和
典
）

人
権
擁
護
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

　

1
月
1
日
付
け
で
引
き
続
き
、

垣か
き

谷や

正ま
さ

詔の
り

さ
ん（
豊
岡
地
域
）と
眞ま

　

好
奇
心
旺
盛
で
、何
で
も
よ
く
食
べ

る
碧
く
ん
。た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
！

（
父 

育や
す

男お
・
母 

絵
美
、寿
町
）

中山　  碧
あおい

ちゃん
（平成25年12月２日生）

　

☆
２
歳
お
め
で
と
う
☆
元
気
い
っ
ぱ

い
、笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
大
き
く
な
っ
て

ね
♡

（
父 

伸
二
・
母 

真
希
子
、八
社
宮
）

　

１
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
！　

わ

が
家
に
産
ま
れ
て
き
て
、今
ま
で
元
気

に
育
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
♡

（
父 
元
秀
・
母 

英
衣
子
、日
高
町
夏
栗
）

吉岡 由
ゆ

衣
い

菜
な

ちゃん
（平成24年12月20日生）

西村 栄
え

伊
い

太
た

ちゃん
（平成25年12月17日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
しています。対象は市内在住で2歳までの乳
幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、
性別、生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号
とコメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へ。　※2月6日（金）締切り

オ
ー
プ
ン
時
の
1
9
2
5
の
様

子（
平
成
26
年
4
月
）

練
習
す
る
早
川
さ
ん

　

こ
の
ほ
ど
、
但
馬
国
府
・
国
分

寺
館
が
、
但
馬
の
市
町
立
の
施
設

と
し
て
は
初
め
て「
登
録
博
物
館
」

に
な
り
ま
し
た
。

　

登
録
博
物
館
と
は
、
博
物
館
法

に
基
づ
き
、
館
長
・
学
芸
員
の
配

置
、
施
設
の
規
模
、
資
料
点
数
、

活
動
実
績
な
ど
の
基
準
を
満
た
し

て
い
る
場
合
に
、
都
道
府
県
教
育

委
員
会
が
申
請
を
基
に
審
査
し
、

登
録
す
る
制
度
で
す
。

　

登
録
博
物
館
に
な
る
こ
と
で
社

会
的
な
位
置
付
け
が
高
ま
る
と
共

に
、
他
の
博
物
館
と
連
携
が
取
り

や
す
く
な
る
な
ど
、
館
を
運
営
す

る
上
で
大
き
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
は
、
貴

重
な
歴
史
資
料
を
次
世
代
に
受
け

継
ぐ
と
共
に
、
調
査
・
研
究
を
進

め
て
皆
さ
ん
に
公
開
す
る
施
設
で

す
。
登
録
博
物
館
と
し
て
よ
り
質

を
高
め
、
皆
さ
ん

に
愛
さ
れ
る
施
設

を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

問
但
馬
国
府
・
国

　

分
寺
館

　

☎
42

６
１
１
１（
水
曜
休
館
）

但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
が

﹇
但
馬
の
市
町
初
の
﹈登
録
博
物
館
に但馬国分寺の模型

※広報とよおかの紙面見直しに伴い「すくすく日記」は3月25日発行号をもって中止します。ご愛読・ご応募ありがとうございました。
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豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

保
険
料
納
付
は
口
座
振
替
・

前
納
が
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
方
に

は
、
毎
月
納
付
と
、
6
カ
月
分
、

1
年
分
、
2
年
分
を
ま
と
め
て
前

払
い
す
る
方
法（
前
納
）が
あ
り
ま

す
。前
納
制
度
を
利
用
す
る
と
、保

険
料
が
割
り
引
か
れ
て
お
得
で
す
。

口
座
振
替
に
よ
る
前
納
は
、
割
引

額
が
多
く
な
り
ま
す
。

●
前
納
に
よ
る
割
引
額

　

平
成
27
年
度

の
保
険
料
や
割

引
額
は
ま
だ
未

定
の
た
め
、
平

成
26
年
度
の
保

険
料
額
を
基
に

し
た
目
安
額
を

上
の
表
で
紹
介
し
ま
す
。

▽
前
納
の
申
込
方
法
・
期
限

・
現
金
…
申
込
み
は
不
要
で
す

（
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
支
払

い
ま
す
）。

・
口
座
振
替
…
口
座
振
替
を
希
望

す
る
金
融
機
関
の
窓
口
ま
た
は

豊
岡
年
金
事
務
所
で
2
月
27
日

（
金
）ま
で
に
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。
口
座
振
替
申
込
用
紙
は
、

市
役
所
ま
た
は
各
支
所
の
年
金

窓
口
に
も
あ
り
ま
す
。

▽
前
納
の
支
払
期
日
・
方
法

・
現
金
…
4
月
上
旬
に
郵
送
さ
れ

る
納
付
書
で
、
4
月
30
日（
木
）

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
口
座
振
替
…
4
月
30
日（
木
）に

指
定
さ
れ
た
口
座
か
ら
引
き
落

と
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
6
カ
月

前
納
の
方
の
2
回
目
の
振
替
日

は
、
11
月
2
日（
月
）で
す
。

　

大
学
生
や

専
門
学
校
生

な
ど
も
20
歳

か
ら
国
民
年

金
に
加
入
し

ま
す
。
加
入

し
た
月
か
ら

保
険
料
の
納
付
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
大
学
生
な
ど
で
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
は
、「
学

生
納
付
特
例
申
請
書
」を
提
出
し

承
認
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
期
間
は
保

険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
は
、
申
請
月
の
2
年
1
カ

月
前
の
保
険
料
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
加

入
と
同
時
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
年
度
ご
と
の
申
請
が
必
要
で

す
の
で
、
年
度
が
変
わ
る
4
月
に

は
新
年
度
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

国
民
年
金
に
は
、
老
齢
基
礎
年

金
だ
け
で
な
く
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎

年
金
と
い

っ
た
保
障

の
年
金
が

あ
り
ま
す
。

不
慮
の
事

故
な
ど
に
備
え
て
、
保
険
料
は
未

納
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
納
付
が

困
難
な
と
き
は
学
生
納
付
特
例
制

度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
場
所　

市
役
所
、
各
支
所

▽
持
ち
物　

在
学
証
明
書（
原
本
）

ま
た
は
学
生
証
の
コ
ピ
ー（
両

面
）

　

平
成
23
年
4
月
に「
障
害
年
金

加
算
改
善
法
」が
施
行
さ
れ
、
以

前
は
、
障
害
基
礎
年
金
請
求
時
に

子
が
い
る
場
合
の
み
子
の
加
算
が

付
き
ま
し
た
が
、
新
し
い
制
度
で

は
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
中
に

子
の
出
生
や
縁
組
な
ど
で
子
ど
も

が
増
え
た
場
合
も
加
算
が
付
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
と
は
、
18
歳
到
達
年
度
の
末

日
ま
で
の
子
ま
た
は
20
歳
未
満
で

1
級
・
2
級
の
障
害
の
子
で
、
障

害
基
礎
年
金
受
給
者
と
生
計
維
持

関
係
が
あ
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

　

子
の
出
生
や
養
子
縁
組
な
ど
で

加
算
の
子
が
増
え
た
と
き
、
ま
た

は
、
離
縁
な
ど
で
子
と
生
計
維
持

関
係
が
な
く
な
っ
た
と
き
な
ど
は

届
出
が
必
要
で
す
。

●
問
合
せ　

豊
岡
年
金
事
務
所
ま

た
は
市
役
所
市
民
課
、
各
支
所

市
民
福
祉
係

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
対

象
者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
2
月
14
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
2
月
2
日
、
9
日
、
16
日
、　

23
日（
月
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

１
１
６
５

・
0
5
0
か
ら
始
ま
る
電
話
の
方

　

☎
03

6
7
0
0

１
１
６
５

　
（
有
料
）

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金
事

務
所
☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
1
5
ま
た
は
各
支

所
市
民
福
祉
係

保
険
料
学
生
納
付
特
例
申
請
は

済
ん
で
い
ま
す
か

障
害
基
礎
年
金　

子
の
加
算

《前納による割引額（平成26年度）》
納付方法 １カ月 ６カ月 １年分 ２年分
現金支払い
（月々） 15,250円 91,500円 183,000円 370,080円

現金支払い
（前納）
［割引額］

̶ 90,760円
［740円］

179,750円
［3,250円］ ̶

口座振替
（前納）
［割引額］

15,200円
（※早割）
［50円］

90,460円
［1,040円］

179,160円
［3,840円］

355,280円
［14,800円］

※口座振替による毎月納付の早割は、随時受け付けています。
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コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」
　「
歌
っ
て
、
踊
っ
て
、
芝
居
し
て
」。
但
馬
で
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
の
魅
力
を
発
信
し
続
け
る
元
気
な
女
性
を
紹
介
し
ま

す
。

千
葉
み
つ
子
さ
ん（
66
歳
）高
屋

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で

但
馬
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
！

　
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
対
す
る
熱

い
思
い
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
な

い
」と
語
る
の
は
、
但
馬
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
研
究
会
代
表
代
行
を
務
め

る
千
葉
み
つ
子
さ
ん
で
す
。

　

千
葉
さ
ん
は
、城
崎
町
出
身
で
、

現
在
は
高
屋
に
住
み
、
自
宅
で
音

楽
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

音
楽
教
室
を
始
め
た
の
は
千
葉

さ
ん
が
22
歳
の
こ
ろ
。現
在
、教
室

に
は
、
4
歳
か
ら
91
歳
ま
で
の
幅

広
い
年
代
の
生
徒
が
通
っ
て
い
ま

す
。千
葉
さ
ん
は「
さ
ま
ざ
ま
な
年

代
の
方
と
接
す
る
こ
と
で
刺
激
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
の
出
会
い

　

千
葉
さ
ん
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に

関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
45

歳
の
こ
ろ
、「
但
馬
・
理
想
の
都
の

祭
典
」で
、
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
天あ
め

日の
ひ

槍ぼ
こ

物
語
」に
出
演
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
の
と
き

の
こ
と
を「
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
の

感
動
で
、
こ
ん
な
気
持
ち
を
味
わ

っ
た
こ
と
は
な
い
。
今
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
る
」と
い
い
ま
す
。
以

来
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
魅
力
に
は

ま
り「
但
馬
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
研
究

会
」の
立
ち
上
げ
に
も
関
わ
り
、今

日
ま
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

研
究
会
で
は
、
発
足
か
ら
但
馬

を
題
材
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

好きな言葉は、美空ひばりの｢今日の我に明
日は勝つ｣｢天日槍物語｣公演の様子

｢じろはったん｣公演の様子

四
つ（「
天
日
槍
物
語
」「
じ
ろ
は
っ

た
ん
」「
心
を
繋つ
な

ぐ
子
守
唄
」「
こ
う

の
と
り
が
飛
ぶ
と
き
」）創
作
し
て

お
り
、
但
馬
の
み
な
ら
ず
、
阪
神

地
域
で
も
公
演
し
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
で
但
馬
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま

し
た
。

　

千
葉
さ
ん
は「
演
じ
て
い
る
と
、

お
客
さ
ん
と
舞
台
が
一
体
化
す
る

こ
と
が
感
じ
ら
れ
て
、
と
て
も
う

れ
し
い
」と
話
し
ま
す
。

地
域
を
元
気
づ
け
た
い
思
い

　

千
葉
さ
ん
の
活
動
は
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
。

年
に
2
〜
3
回
、
市
内
の
公
民
館

で
、
高
齢
者
を
対
象
に「
歌
っ
て

健
康
」と
題
し
て
、
講
演
を
行
っ

た
り
、
ま
た
月
に
2
回
、
城
崎
・

豊
岡
地
域
で
コ
ー
ラ
ス
の
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

五
荘
地
区
公
民
館
の
文
化
祭
に

毎
年
出
演
し
、
芝
居
な
ど
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
地
域
の
方
と
一
緒

に
、
時
代
劇
や
歌
謡
シ
ョ
ー
を
披

露
し
た
り
、高
屋
区
敬
老
会
で
は
、

毎
年
工
夫
を
凝
ら
し
て
寸
劇
や
歌

を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
6
月
の
日
本
劇
作

家
大
会
で
は「
街
角
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
」に
出
演
し
、
城
崎
温
泉
街
の

各
所
で
朗
読
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
続
け
る
の
も

「
地
域
を
元
気
づ
け
た
い
。
よ
り

多
く
の
方
と
交
流
し
、
文
化
・
芸

術
の
面
で
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
」と
の
思
い
が
あ
る
た
め
。

　

千
葉
さ
ん
は「
私
は
周
り
の
人

に
恵
ま
れ
て
い
る
。
何
か
始
め
る

と
き
に
は
い
つ
も
誰
か
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
何
よ
り

家
族
の
応
援
が
な
け
れ
ば
続
け
て

こ
ら
れ
な
か
っ
た
。
自
分
の
好
き

な
こ
と
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
と
て

も
幸
せ
」と
感
謝
を
口
に
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
夢
・
目
標

　

以
前
、
大
き
な
手
術
を
し
、
5

カ
月
で
体
重
が
20
㎏
減
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
状

況
で
も
、
好
き
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

は
続
け
て
い
ま
し
た
。「
私
に
と
っ

て
、
歌
う
こ
と
は
生
き
が
い
。
体

力
が
続
く
限
り
や
っ
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
発
表
す
る
場
が
あ
れ

ば
、
出
演
し
、
よ
り
多
く
の
方
に

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
見
て
も
ら
い
た

い
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
但
馬
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
灯と
も

し
火
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に

は
、
若
い
後
継
者
の
発
掘
が
何
よ

り
も
大
切
。
若
い
人
に
一
緒
に
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
に
出
て
も
ら
い
た

い
。
そ
し
て
、
但
馬
の
四
つ
の
創

作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
受
け
継
い
で

い
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
す
。
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但
馬
こ
う
の
と
り
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー
の
完

成
を
記
念
し
て
、
1
月
12
日
、
じ
ば
さ
ん
但
馬
で

記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
映
画
監
督
の
豪
田
ト
モ
さ
ん
。
自
分

た
ち
が
生
ま
れ
て
き
た
意
味
や
家
族
の
絆
、
命
や

人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
伝
え
る
、映
画「
う

ま
れ
る
」が
代
表
作
で
す
。

　

家
族
の
絆
や
男
の
育
児
に
つ
い
て
語
り
、
家
庭

を
円
満
に
す
る
秘ひ

訣け
つ

は「
一
緒
に
い
る
こ
と
を
心

掛
け
る
」「
感
謝
や
愛
情
を
表
現
す
る
」「
相
手
の
話

を
聞
く
」な
ど
、
自
身
の
体
験
を
も
と
に
し
た
分

か
り
や
す
い
話
に
、
集
ま
っ
た
約
1
8
0
人
の
聴

衆
は
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

1
月
10
日
、
西
宮
神
社（
日
高
町
宵
田
）で
十
日

え
び
す
ま
つ
り（
主
催
・
宵
田
十
日
え
び
す
ま
つ

り
実
行
委
員
会
）が
開
催
さ
れ
、
前
日
の
宵
宮
と

合
わ
せ
約
2
3
0
0
人
が
参
拝
し
ま
し
た
。

　

9
千
本
用
意
さ
れ
た「
福
く
じ
」に
は
、
液
晶
テ

レ
ビ
な
ど
の
豪
華
商
品
や
参
拝
者
に
人
気
の
あ
る

「
福
笹
」が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
福
笹
は
、
区
民
の

手
作
り
で
、
葉
が
枯
れ
て
も
落
ち
な
い
こ
と
か
ら
、

縁
起
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
長
の
久
田
喜
三
郎
さ
ん
は「
1
0
0

年
以
上
前
か
ら
伝
わ
る
区
の
伝
統
行
事
。
区
民
総

出
で
開
催
し
て
お
り
、
区
民
が
団
結
す
る
い
い
機

会
に
も
な
っ
て
い
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

但
馬
こ
う
の
と
り
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー
竣し
ゅ
ん

工こ
う

記
念
講
演
会

命
の
大
切
さ
、家
族
の
絆
を
再
認
識

宵
田
の
え
べ
っ
さ
ん

商
売
繁
盛
、家
内
安
全
を
願
っ
て
!! ▲熱心に聞き入る聴衆

▲吉兆の販売や甘酒も振る舞われました

作
品
世
界
を
一
緒
に
楽
し
み
た
い

 

よ
み
し
ば
い
・
こ
こ（
豊
岡
）

　
「
よ
み
し
ば
い
・
こ
こ
」は
、
豊

岡
市
民
プ
ラ
ザ
事
業
の「
ド
ラ
マ

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」の
参
加
者
の
中

か
ら「
こ
の
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま

う
の
は
さ
み
し
い
。
続
け
た
い
」

と
の
声
が
挙
が

り
、
昨
年
一
月

に
誕
生
し
ま
し

た
。
現
在
、
会

員
は
9
人
。

　
「
読
み
芝
居
」

中
心
の
活
動
で

す
が
、
要
請
に

応
じ
て「
紙
芝

居
」も
し
ま
す
。

「
紙
芝
居
」は
、

本
来
一
人
で
演

じ
る
も
の
で
す

が
、
役
割
分
担

し
て
読
み
芝
居

風
に
演
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
図
書
館
や
公
民

館
事
業
な
ど
で
披
露
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
に「
読
み
芝
居
」

に
つ
い
て
聞
く
と「
文
章
か
ら
登

場
人
物
の
思
い
を
感
じ
取
っ
て
自

分
な
り
の
表
現
に
し
て
い
く
面
白

さ
が
あ
る
」「
こ
れ
は
ラ
ジ
オ
ド

ラ
マ
だ
と
思
っ
て
う
き
う
き
し

た
。
健
康
に
も
い
い
」「
人
と
の
呼

吸
を
考
え
な
が
ら
す
る
の
が
楽
し

い
。
自
分
と
は
違
っ
た
人
を
演
じ

ら
れ
る
」「
読
み
芝
居

を
し
て
か
ら
、
多
く

の
人
の
前
で
も
気
後

れ
す
る
こ
と
な
く
発

言
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。」と
、
さ
ま
ざ

ま
な
魅
力
が
挙
が
っ

て
き
ま
し
た
。

　
「
読
み
芝
居
」は
、

台
本
を
持
っ
た
ま
ま

演
じ
る
の
で
、
セ
リ

フ
を
覚
え
な
く
て
も

よ
く
、
気
軽
に
参
加

で
き
ま
す
。
ま
た
、

ト
書
き
も
読
む
の
で
、

場
面
の
状
況
が
よ
く

分
か
り
、
観
客
は
自

由
に
想
像
し
て
、
自
分
な
り
に
物

語
を
描
け
る
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

練
習
は
毎
月
第
3
金
曜
日
午
前
、

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
で
。
の
ぞ
い
て

み
た
い
方
は
、
岡
本
み
ち
子
さ
ん

ま
で
。
☎
23

1
7
1
6

※「笑顔の輪」の拡充版を市ホームページに掲載しています。

▲豊岡市民プラザ交流サロンで、「読み芝居」を上演
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平成27年度採用　豊岡市非常勤嘱託職員募集
職種 募集

人数 応募資格 勤務内容 勤務条件（予定）

国際交流
支援員 １人

英検２級以上またはTOEIC 
700点以上で普通自動車運転
免許所持者

国際交流・国際協力事業に
おける通訳および在住外国
人生活相談業務など 報酬：月額153,800円

勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日海外戦略

支援員 １人
英検２級以上またはTOEIC 
700点以上で、できればタイ
語が話せる方

東南アジアを中心とした外
国人観光客誘致業務など

配送業務員 １人 普通自動車運転免許所持者 本庁・支所間等の文書の配
送業務など

報酬：月額102,800円
勤務：週５日（25時間）
休日：土・日曜日の週２日

宿日直員 １人 特になし 市役所での宿直および日直
業務など

報酬：日額6,600円
勤務：月13日程度（１日７時間45分）
　　　ローテーション

障害状況
調査員 １人

普通自動車運転免許所持者
（ケアマネージャー、保健師、
看護師、介護福祉士、社会
福祉士は優遇）

市内での障害支援区分認定
訪問調査および調査票の作
成業務など

報酬：月額153,800円～159,700円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日

福祉支援員 １人 保健師の資格所持者または３月末までに取得できる方
精神障害者支援等の福祉業
務など

報酬：月額171,900円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日

隣保館長 １人

社会福祉主事の資格がある
方もしくは社会福祉事業（※
1）に２年以上従事した方、
または隣保館の運営に関し、
これらと同等以上の能力が
ある方（※２）

福祉の向上や人権啓発のた
めの住民交流の拠点となる
隣保館の運営（出石隣保館）

報酬：月額164,900円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日

看護師
（休日急病
診療所）

１人
保健師助産師看護師法に定
める看護師もしくは准看護
師免許所持者または３月末
までに取得できる方

休日急病診療所での看護師
業務など

報酬：日額 15,000円
勤務：日曜日、祝日、１月１～３日およ

び12月31日のうち、看護師３人
中２人の１日交代制

管理員 ２人 学芸員の資格所持者または３月末までに取得できる方

市立美術館－伊藤清永記念
館－または日本・モンゴル
民族博物館の企画運営、管
理業務など

報酬：月額153,800円
勤務：週５日（35時間）
休日：水曜日とその他１日の週２日

舞台操作員 １人
普通自動車運転免許所持者
で、できれば舞台操作、音響
操作、照明操作等に従事経
験のある方

豊岡市民会館、出石文化館
のホールの舞台設備操作お
よび貸館管理業務

報酬：月額153,800円
勤務：週５日（35時間）
休日：火曜日とその他１日の週２日

子育て
指導員 １人

保育士資格、幼稚園・小学
校教諭のいずれかの免許所
持者または３月末までに取
得できる方で、普通自動車
運転免許所持者

子育てセンターまたは地域
での子育て相談、指導業務
など

報酬：月額159,700円
勤務：週５日（35時間）
休日：月曜日または火曜日と土・日曜
日のいずれか１日の週２日

運動遊び指
導員 １人

保育士資格、幼稚園・小学校・
中学校教諭のいずれかの免
許所持者または３月末まで
に取得できる方で、普通自
動車運転免許所持者

保育園・幼稚園・子育てセ
ンター・公民館等での運動
遊びの巡回指導、保育士・
幼稚園教諭等の指導者育成
および運動遊びの普及啓発
業務など

報酬：月額159,700円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日

特別支援教
育介助員 ３人

幼稚園・小学校・中学校・
養護教諭のいずれかの免許
所持者または３月末までに
取得できる方

幼稚園、小学校または中学
校での特別支援を要する児
童の支援業務、夏休みは放
課後児童クラブでの生活指
導など

報酬：幼稚園………月額128,200円
　　　小・中学校…月額153,800円
勤務：幼稚園………週５日（30時間）
　　　小・中学校…週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日

共通事項
《対象》昭和30年４月２日以降に生まれた方
（※１）第１種社会福祉事業（入所施設サ－ビスなど）ま
たは第２種社会福祉事業（通所・在宅サ－ビスなど）

（※２）社会福祉事業の指導・監督する業務、同和対策・
地域改善対策関係の業務に従事した方、教員として
同和教育、人権教育などに従事した方

※応募資格中、普通自動車運転免許所持者は、実運転
経験年数が１年以上で、申込以前１年以上無事故無
違反、かつ、過去５年間に軽微な事故、違反（減点２
点以下）が２回までの方

※配送業務員、宿日直員、看護師を除き、執務時にパ

ソコン（エクセル・ワード）操作を必要とします。
《雇用期間》４月１日～平成28年３月31日
《選考試験》面接試験（国際交流支援員、海外戦略支援員

は他に英作文の筆記試験を実施）
※日時、場所は受付時に連絡します。
《受付期間》１月26日（月）～２月６日（金）午前８時30分

～午後５時15分
※土・日曜日を除く
《申込方法》申込書（職員課に備付け）に記入の上、資格・

免許などの写しを添えて申込み（原則持参）
※応募は上記職種のうちの１職種に限ります。
《申込み・問合せ》職員課（本庁舎　４階）☎23-1326



施設のイベント
制作。小・中学校での公演、関連写真
展などを開催

対高校生以上（高校生は要保護者の同
意）

定 20人程度
日本公演８月８日（土）予定
所豊岡市民プラザ、小・中学校など
申方 所定の用紙、はがきなどに、住所・
氏名・年齢・電話番号を記入の上、持
参、郵送、メ、またはＦ
申期 ３月30日（月）

●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城 崎 支 所
　☎32－0001
●竹 野 支 所
　☎47－1111
●日 高 支 所
　☎42－1111
●出 石 支 所
　☎52－3111
●但 東 支 所
　☎54－1000

催
　
し

豊
岡
市
景
観
計
画
の
変
更（
案
）の

説
明
会
と
意
見
募
集

　
市
で
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
豊
岡
ら
し
い
景
観
が
将
来
に

わ
た
っ
て
保
全
・
創
造
さ
れ
る
よ

う
、豊
岡
市
景
観
計
画
の
変
更
案
の

説
明
会
と
意
見
募
集
を
行
い
ま
す
。

　
提
出
さ
れ
た
意
見
を
基
に
し
て
、

市
内
全
域
の
屋
外
広
告
物
の
表
示・

掲
出
に
関
す
る
基
本
方
針
を
定
め
、

特
徴
的
な
景
観
を
有
し
て
い
る
地

区
を「
広
告
景
観
モ
デ
ル
地
区
」に

指
定
し
、
良
好
な
広
告
景
観
へ
誘

導
し
ま
す
。

■
説
明
会
　

日
2
月
2
日（
月
）午
後
7
時
30
分
〜

所
市
役
所
　
2
階
　
大
会
議
室

■
意
見
募
集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
）

日
1
月
27
日（
火
）〜
2
月
10
日（
火
）

閲
覧
場
所
都
市
整
備
課（
土
日
を

除
く
執
務
時
間
中
）。
市
ホ
に

も
掲
載

提
出
方
法
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を

　
記
入
の
上
、
郵
送
、
持
参
、
Ｆ
、

　
ま
た
は
メ
　
※
電
話
は
不
可

他
提
出
さ
れ
た
意
見（
個
人
情
報

除
く
）と
市
の
考
え
を
、
後
日
、

市
ホ
で
公
表
▼
提
出
者
へ
の
個

別
対
応
は
し
ま
せ
ん
。

申
問
都
市
整
備
課
景
観
政
策
係

　
☎
23

1
7
1
2
Ｆ
24

8
2
5
4

　
メtoshi@

city.toyooka.lg.jp

大
学
通
信
教
育
合
同
説
明
会

日
2
月
8
日（
日
）午
前
11
時
〜
午

後
4
時
、21
日（
土
）正
午
〜
午

後
5
時

所
梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル
タ
ワ
ー
ウ
エ

ス
ト
10
階（
大
阪
市
北
区
大
淀

中
1

1
）

内
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
別

　
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
希
望
す
る

　
大
学
教
職
員
に
相
談
。「
大
学
通

　
信
教
育
ガ
イ
ド
」を
配
布

※
入
退
場
自
由

問（
公
財
）私
立
大
学
通
信
教
育
協

会
☎
03

3
8
1
8

3
8
7
0

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　
申申込先　問問合せ先　他その他　Ｆファクス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順

昨年の公演風景

豊岡市民プラザ 
◇大手町メ info@plaｔz-npo.com
申 問☎24-3000Ｆ 24-3004

第122回サロンコンサート
日２月１日（日）午後０時30分～
所交流サロン
内出演：長谷川達哉（ギター
　の弾き語り）
他サロンコンサートの出演者を募集中
───────────────

｢祈り－1945｣平和を願う朗読劇
・豊岡２０１５　読み手募集
　ヒロシマ・ナガサキの原爆の記録から、
手記や詩歌を構成したオリジナル台本で
上演する朗読劇の読み手を募集します。
内４月から平日夜週１回、朗読練習や
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第
24
回
と
よ
お
か

津
居
山
港
か
に
ま
つ
り

日
2
月
22
日（
日
）午
前
8
時
30
分

〜
午
後
2
時

所
津
居
山
港
小
島
岸
壁
内
　
特
設

会
場（
小
島
）

内
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

・
素
人
新
鮮
う
ま
い
も
の
競
り
市

・
か
に
ま
つ
り
大
抽
選
会（
1
回

2
0
0
円
、
午
前
11
時
〜
・
先

着
5
0
0
人
）　
※
津
居
山
か

に
、
港
民
宿
ペ
ア
宿
泊
券
な
ど

が
当
た
る

・
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ふ
れ
あ
い
コ
ー

ナ
ー

・
か
に
レ
タ
ー
受
付
コ
ー
ナ
ー

・
海
産
物
な
ど
の
即
売

・
餅
つ
き（
2
回
配
布
）

▼
立
ち
食
い
屋
台
コ
ー
ナ
ー　
　

・
か
に
雑
炊
立
ち
食
い（
1
杯

1
0
0
円
、午
前
11
時
30
分
〜
・

先
着
8
0
0
人
）

・
か
に
汁
、
焼
き
ガ
ニ
な
ど

駐
車
場
気
比
の
浜
臨
時
駐
車
場
を

利
用（
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
送
迎
）

問
と
よ
お
か
津
居
山
港
か
に
ま
つ

り
実
行
委
員
会
事
務
局（
豊
岡
観

光
協
会
内
）☎
22

8
1
1
1

但
馬
国
府・国
分
寺
館
の
企
画
展

■
第
34
回
企
画
展「
最
初
で
最
後

の
出
石
鉄
道
展

－

休
止
70
年
記

念

－

」

  

昭
和
4
年
に
開
業
し
、
わ
ず
か

15
年
で
休
止
し
た
出
石
鉄
道
。
本

年
度
は
昭
和
19
年
の
休
止
か
ら
70

年
に
な
り
、
出
石
鉄
道
の
さ
ま
ざ

ま
な
資
料
を
集
め
、
往
時
の
姿
を

よ
み
が
え
ら
せ
ま
す
。

所
企
画
展
示
室

料
大
人
5
0
0
円（
65
歳
以
上

2
5
0
円
）、
高
校
生
2
0
0

円
、
小
・
中
学
生
1
5
0
円（
コ

コ
ロ
ン
カ
ー
ド
提
示
で
無
料
）

■
第
21
回
ミ
ニ
企
画
展「
ち
い
さ

な
鉄
道
展

－

ふ
じ
お
コ
レ
ク
シ

ョ
ン

－

」

　
鉄
道
グ
ッ
ズ
コ
レ
ク
タ
ー
と
し

て
全
国
的
に
知
ら
れ
た
故
・
藤
尾

忠
雄
さ
ん（
朝
来
市
山
東
町
出
身
）

が
収
集
し
た
3
万
点
を
超
え
る
鉄

道
グ
ッ
ズ
の
中
か
ら
、
主
に
但
馬

の
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

所
総
合
学
習
室

料
ミ
ニ
企
画
展
の
み
の
観
覧
は
無

料

共
通
事
項

日
2
月
13
日（
金
）〜
5
月
6
日

（
水
・
休
）

問
但
馬
国
府
・
国
分
寺
館

　
☎
42

6
1
1
1

募
　
集

城
崎
温
泉
市
民
入
浴
券

「
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
」モ
ニ
タ
ー
募
集

　
城
崎
町
湯
島
財
産
区
で
は
、
市

民
入
浴
券
の
I
C
カ
ー
ド
化
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
本
格
実
施
に
向

け
た
調
査
の
た
め
の
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

対
市
民（
城
崎
地
域
在
住
者
を
除

く
）

内
城
崎
温
泉
課（
城
崎
支
所
内
）

で
、I
C
カ
ー
ド
の
貸
与
を
受

け
、外
湯
入
場
時
に
使
用
。後
日
、

感
想
や
不
具
合
な
ど
を
報
告

料
大
人
4
千
円（
12
回
分
）・
子

ど
も
2
千
円（
同
）　
※
通
常

は
そ
れ
ぞ
れ
1
回
4
0
0
円
・

2
0
0
円

申
方
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

を
証
す
る
書
類（
住
基
カ
ー
ド
、

免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

を
提
示
し
申
込
み（
平
日
の
執

務
時
間
内
）

申
期
2
月
2
日（
月
）〜

　
3
月
31
日（
火
）

申
問
城
崎
温
泉
課

　
☎
32

0
1
1
7

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法

無
農
薬
栽
培 

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

 

参
加
者
募
集

　
抑
草
効
果
や
収
穫
量
向
上
な
ど

に
効
果
が
期
待
さ
れ
る「
ポ
ッ
ト

栽
培
に
よ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農

法
無
農
薬
栽
培
」に
挑
戦
す
る
生

産
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
栽
培
時
に
は
、
専
用
田
植
機
や

乗
用
型
除
草
機
を
貸
し
出
し
、
専

門
的
な
技
術
指
導
を
行
い
ま
す
。

対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
　

　
❶
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
生
産
部

会
に
所
属
す
る
市
内
農
家（
新
規

入
部
可
）❷
個
人
・
法
人
・
集
落

な
ど
で
お
お
む
ね
1
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
ま
と
ま
っ
た
ほ
場
で
取
り

組
む
❸
前
記
ほ
場
で
3
カ
年
継

続
し
て
本
事
業
に
取
り
組
む

定
①
ポ
ッ
ト
出
芽
苗
を
購
入
し
、

自
家
育
苗
で
取
り
組
む
方
10
件

②
ポ
ッ
ト
成
苗
を
購
入
し
、
取

り
組
む
方
5
件
　
※
作
付
品
種

は
コ
シ
ヒ
カ
リ

昨
年
の
か
に
ま
つ
り
の
様
子
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料
3
千
円
／
10
ア
ー
ル（
参
加
負

担
金
）。
そ
の
他
、
苗
お
よ
び

必
要
資
材
の
負
担
あ
り

申
期
2
月
13
日（
金
）

※
申
込
数
が
募
集
枠
を
超
え
た
場

合
は
、
生
産
部
会
役
員
会
で
選

考
の
上
、
決
定

申
問
農
林
水
産
課
環
境
農
業
推
進

係
☎
23

1
1
2
7

県
立
大
学
大
学
院（
豊
岡
）

平
成
27
年
度
入
学
者
募
集

　
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
内

の
キ
ャ
ン
パ
ス（
祥
雲
寺
）で
学
び

ま
せ
ん
か
。

募
集
科
目
地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
研
究
科

対
大
学
卒
業
者（
見
込
み
含
む
）、

社
会
人
・
留
学
生（
要
件
あ
り
）

試
験
日
2
月
28
日（
土
）

試
験
会
場
豊
岡
会
場
、
神
戸
会
場

申
期
2
月
2
日（
月
）〜
13
日（
金
）

申
問
県
立
大
学
豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ

ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス
経
営
部
学

務
課
☎
34

6
0
7
9

平
成
27
年
度
小
・
中
学
校
、 

特
別
支
援
学
校
非
常
勤
講
師

（
初
任
教
員
研
修
）募
集

対
小
・
中
学
校
、
高
等

学
校
教
諭
普
通
免
許

所
持
者
、
ま
た
は
平

成
27
年
4
月
1
日
ま
で
の
取
得

予
定
者

定（
県
内
公
立
学
校
）

・
小
学
校
…
5
2
0
人
程
度

・
中
学
校
…
2
4
0
人
程
度

・
特
別
支
援
学
校
…
若
干
名

内
初
任
者
研
修
の
授
業
の
補
充
な

ど
報
酬
1
時
間
当
た
り
2
7
7
0
円

（
変
更
の
可
能
性
あ
り
）

※
交
通
費
は
、
支
給
限
度
額
の
範

囲
で
実
費
支
給

申
方
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の

上
、
持
参
ま
た
は
郵
送

申
期
2
月
2
日（
月
）〜
3
月
13
日

　（
金
）必
着

申
問
但
馬
教
育
事
務
所（
〒
6
　6 

　
8

0
0
2
5
　
幸
町
7

11
）

　
☎
23

1
0
0
1
ま
た
は
市
こ

ど
も
教
育
課
☎
23

1
4
5
2

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度

第
1
学
期（
4
月
入
学
）の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業

を
行
う
通
信
制
の
大
学
。心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然

科
学
な
ど
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

申
期
3
月
20
日（
金
）

他
資
料
請
求（
無
料
）は
問
に

問
放
送
大
学
兵
庫
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
7
8

8
0
5

0
0
5
2

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園﹇
通
信
制
﹈の

生
徒
・
受
講
生
募
集

高
等
学
校
普
通
科

対
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
卒
業

見
込
み
の
方

内
3
年
間
で
高
校
卒
業
資
格
を
取

得
　
※
月
に
1
〜
2
回
、
提
携

す
る
高
校
に
登
校
が
必
要

申
期
4
月
30
日（
木
）

社
会
福
祉
士
養
成
課
程

対
一
般
養
成
科
：
大
学
な
ど
を
卒

業
し
た
方
▼
短
期
養
成
科
：
福

祉
系
大
学
で
基
礎
科
目
を
履
修

し
て
卒
業
し
た
方
ほ
か

内
1
〜
2
年
で
社
会
福
祉
士
の
受

験
資
格
を
取
得

申
期
2
月
25
日（
水
）

生
涯
学
習
通
信
講
座

対
ど
な
た
で
も

内
趣
味
・
教
養
か
ら
語
学
・
資
格

ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
講
座
。

受
講
期
間
は
3
カ
月
〜
1
年

申
期
通
年
申
込
受
付

共
通
事
項

申
方
案
内
書
な
ど
を
問
に
請
求

問
N
H
K
学
園
　
広
報

　
☎
0
1
2
0

06

8
8
8
1

平
成
27
年
度
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

『
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
』

新
規
会
員
募
集

申
方
保
育
園
に
来
園（
午
前
10
時

〜
午
後
5
時
）

申
期
2
月
4
日（
水
）〜
定
員
到
達

申
問
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園

　（
下
陰
）☎
29

3
9
0
0

対象年齢 募集人数 活動日・時間 活動費

なかよし
広場
（親子活動）

ベビーメイト（０歳児）
平成26年４月生まれ～ 20組 毎週月曜日　

９：30～11：30

2,000円ヨチヨチメイト（１歳児）
平成25年４月～26年３月生まれ 10組 毎週火曜日　

９：30～11：30
エンジェルメイト（２歳児）
平成24年４月～25年３月生まれ 10組 毎週金曜日

９：30～11：30

体験保育 ワンダーメイト（３歳児）
平成23年４月～24年３月生まれ 15人 毎週水曜日、木曜日

９：30～13：00 4,500円

＊全活動に、プールあそび・運動会・親子遠足・クリスマス会など、季節の行事も取り入れます。
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ひ
ょ
う
ご
ラ
ジ
オ
カ
レ
ッ
ジ

（
兵
庫
県
高
齢
者
放
送
大
学
）

学
生
募
集

対
県
内
在
住
の
50
歳
以
上
の
方

放
送
ラ
ジ
オ
関
西（
1
3
9
5
キ

ロ
ヘ
ル
ツ
）毎
週
土
曜
日
午
前

6
時
30
分
〜
7
時

学
習
期
間
1
年（
終
了
後
、
生
涯

聴
講
生
と
し
て
継
続
可
能
）

内
ラ
ジ
オ
放
送
を
通
し
て
高
齢
期

の
生
き
方
や
健
康
問
題
、
一
般

教
養
な
ど
を
学
ぶ

定
本
科
生
5
0
0
人

※
そ
の
他
、
聴
講
生
制
度
あ
り

授
業
料
年
額
6
千
円（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）

申
期
2
月
2
日（
月
）

　

〜
4
月
24
日（
金
）

他
申
込
方
法
な
ど
の
詳

細
は
、
問
い
合
わ
せ

申
問
ひ
ょ
う
ご
ラ
ジ
オ
カ
レ
ッ
ジ

　
☎
0
7
9

4
2
4

3
3
4
3

教
室
・
講
座

第
２
回
ひ
き
こ
も
り
を

支
援
す
る
座
談
会

日
2
月
21
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

所
豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

2

階　

第
一
会
議
室（
城
南
町
）

内
高
石
医
院
院
長　

高
石
俊し

ゅ
ん

一い
ち

さ

ん
の
講
話「
精
神
科
医
か
ら
見
た

ひ
き
こ
も
り
」▽
座
談
会　

高

石
医
師
を
囲
ん
で
質

疑
応
答
▽
個
別
相
談

（
ド
ー
ナ
ツ
相
談
員
）

※
個
別
相
談
は
事
前
申
込
み
必
要

申
問
N
P
O
法
人
コ
ウ
ノ
ト
リ
豊

岡
・
い
の
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
ド
ー
ナ
ツ
の
会
）兵
庫
ひ
き
こ

も
り
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
但
馬

地
域
ブ
ラ
ン
チ　

※
ホ
も
参
照

　

☎
26

1
1
0
1

　
Ｆ
26

1
1
0
2

豊
岡
病
院
の
酒
害
教
室

　

参
加
費
無
料
で
、
ど
な
た
で
も
、

ま
た
途
中
か
ら
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

２
月
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

❶
2
月
6
日（
金
）午
後
3
時
30
分

〜
4
時
30
分「
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
と
は
」川
島
啓ひ

ろ

嗣つ
ぐ

医
師

❷
2
月
12
日（
木
）午
後
3
時
30
分

〜
4
時
30
分「
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
の
治
療
と
回
復
」永
井
之ゆ

き

暢は
る

医
師

❸
2
月
16
日（
月
）午
後
3
時
30
分

〜
4
時
30
分「
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
者
の
心
理
と
家
族
の
問

題
」田
口
久
芳
臨
床
心
理
士

室
A（
大
手
町
）

内
相
続
・
登
記
・
多
重
責
務
・
消

費
者
・
成
年
後
見
な
ど
の
相
談

申
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支
部

　
☎
0
7
9

6
7
6

3
3
6
8

❹
2
月
23
日（
月
）午
後
3
時
30
分

〜
5
時「
断
酒
会
・
A
A
会
員

を
囲
ん
で
」吉
岡
隆り

ゅ
う

一い
ち

医
師

共
通
事
項

所
公
立
豊
岡
病
院　

精
神
科　

多

目
的
室（
戸
牧
）

申
問
公
立
豊
岡
病
院
精
神
科
外
来

　

☎
22

6
1
1
1

　
Ｆ
22

0
0
8
8

相
　
談

弁
護
士
に
よ
る

　
　
　
　
　

無
料
法
律
相
談

日
2
月
16
日（
月
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分

※
相
談
は
1
人
30
分

所
豊
岡
稽
古
堂
1
階

　

交
流
室　

1

2（
中
央
町
）

内
消
費
者
問
題
、
多
重
債
務
な
ど

相
談
者
弁
護
士　

木
下
和
茂
さ
ん

定
6
人

申
期
2
月
9
日（
月
）

申
問
生
活
環
境
課
生
活
係

　

☎
21

9
0
0
1

司
法
書
士
に
よ
る
市
民
生
活

無
料
法
律
相
談
会

日
2
月
21
日（
土
）午
後
1
時
〜
8

時　

※
予
約
制

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市
民
活
動

●2015『爆笑！お笑いまつりIN豊岡』
　豊岡市出身の“朱美”ちゃんこと橋本さんと相方の細貝さんの

『日本エレキテル連合』が凱旋しお笑いライブを開催！
　人気の豪華芸人達が勢ぞろい！
　この機会を逃したら『ダメよ～～　ダメダメ』
日４月19日（日）
　▷１回目　12：00開演　▷２回目　15：00開演
料全席指定　3,000円　チケット販売：１月24日（土）～
他一時保育：４月12日（日）までに申し込んでください。
問市民会館　☎23-0255
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4月から「健康福祉施設」は「豊岡市役所立野庁舎」に名称変更
　現在、市の健康福祉部（社会福祉課・高年福
祉課・介護保険課・健康増進課）の事務所など
として使用している総合健康ゾーン内の｢健
康福祉施設｣（立野町）を、４月１日から｢豊岡
市役所立野庁舎｣に名称変更します。市の庁舎
であることと所在地を明示し、分かりやすい
名称とするものです。

■ 名称　  変更後 ｢豊岡市役所立野庁舎｣
　　　　　（※現在の名称｢健康福祉施設｣）

■ 所在地　変更はありません
　　豊岡市立野町12番12号　
　※総合健康ゾーン内健康増進施設
　（ウェルストーク豊岡）隣の建物です。

■ 立野庁舎で業務を行う　変更はありません
　 部署および業務の内容　
《問合せ》　社会福祉課☎24-7033

●健康福祉事務所
　（県民局・幸町）

（城南町）

｢健康福祉施設｣

　　名称変更

「豊岡市役所
立野庁舎」

広報とよおか　2015.1.2523

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

 

無
料
相
談
会

日
2
月
21
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

内
遺
言
・
相
続
な
ど
の
相
談

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　
☎
0
7
9

6
6
2

6
5
6
9

そ
の
他

●
布
団
類
の
ご
み
出
し
方
法

●
ご
み
袋
の
形
状
検
討
結
果

○
布
団
類
・
長
尺
物
類
の
出
し
方

　

布
団
、
敷
物
、
カ
ー
テ
ン
、
ロ

ー
プ
、
ホ
ー
ス
な
ど
を
出
す
場
合

は
、
1
辺
が
お
お
む
ね
1
m
以
内

に
な
る
よ
う
に
裁
断
し
、
指
定
袋

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

1
m
以
内
に
裁
断
し
て
も
指
定

袋
に
入
り
き
ら
な
い
物
は
、
ひ
も

な
ど
で
束
ね
、
指
定
ス
テ
ッ
カ
ー

を
貼
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
18
年
に
配
布
し
た「
家
庭

ご
み
の
分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
の

手
引
き
」参
照
。
同
冊
子
が
な

い
方
は
、
生
活
環
境
課
ま
た
は

各
支
所
市
民
福
祉
係
の
窓
口
で

受
取
り
。
市
問
に
も
掲
載

※
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い
と

取
り
残
し
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

○
取
手（
持
ち
手
）付
き
ご
み
袋
の

要
望
と
検
討
結
果

　

豊
岡
市
指
定
の
ご
み
袋
に
取
手

付
き
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
市

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討

し
た
結
果「
製
造
価
格
の
上
昇
」や

「
市
内
業
者

の
受
注
」「
環

境
影
響
」面

か
ら
導
入
を

見
送
り
ま
す
。

要
望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
生
活
環
境
課
☎
23

5
3
0
4

林
退
共
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
?　

林
業
退
職

金
共
済
制
度（
林
退
共
）に
加
入
し

て
い
た
が
退
職
金
を
受
け
取
っ
て

い
な
い
方
へ
、
請
求
手
続
き
の
案

内
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

罹
災
し
た
方
の
請
求
手
続
き
も

説
明
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
か
ど
う
か
不
明
の
場

合
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問（
独
法
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

☎
03

6
7
3
1

2
8
8
7

ま
た
は
ホ（「
林
退
共
」で
検
索
）

現行どおりの袋に



小
・
中
学
校
入
学
通
知
書
を  

お
届
け
し
ま
す

　
4
月
に
小
・
中
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
、
1
月
末
に「
入
学
通
知
書
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

　
通
知
書
が
届
か
な
い
方
、
事
情

に
よ
り
指
定
校
以
外
の
学
校
へ
の

入
学
を
希
望
す
る
方
は
、
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
教
育
課
学
務
係

　
☎
23

1
4
5
1

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

（
指
名
願
い
）

平
成
27
年
度
追
加
分
受
付

　
平
成
27
年
度
に
市
が
発
注
す
る

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
等
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、
物
品
製
造
な

ど
の
入
札
参
加
希
望
の
業
者
、
ま

た
は
市
と
物
品
納
入
お
よ
び
役
務

の
提
供
な
ど
の
取
り
引
き
を
希
望

す
る
業
者（
個
人
事
業
主
を
含
む
）

は
、「
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

（
指
名
願
い
）」を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
昨
年（
2
月
）申
請
し
、

26
〜
27
年
度
に
登
録
済
み
の
業
者

は
、
今
回
の
申
請
は
不
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
建
設
工
事
で
格
付
け

の
た
め
の
経
審
点
数
に
主
観
点
数

加
算
を
希
望
す
る
場
合
は
、「
主
観

点
数
加
算
申
請
書
」を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
期
2
月
2
日（
月
）〜
27
日（
金
）

必
着（
郵
送
可
）

他
提
出
要
領
・
申
請
書
様
式
は
、

総
務
課
ま
た
は
各
支
所
総
務
係

で
配
布（
市
ホ
に
も
掲
載
）。
詳

細
は
、
提
出
要
領
を
参
照

申
問
総
務
課
行
政
係

　
☎
23

1
1
1
6

北
但
行
政
事
務
組
合
入
札
参
加

 

資
格
審
査
申
請（
指
名
願
い
）

追
加
受
付
の
お
知
ら
せ

　
平
成
27
年
度
に
組
合
が
発
注
す

る
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
業
務
、
物
品
製

造
な
ど
の
入
札
参
加
希
望
の
業
者

ま
た
は
、
組
合
と
物
品
納
入
お
よ

び
役
務
の
提
供
な
ど
の
取
り
引
き

を
希
望
す
る
業
者
は
、
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
書（
指
名
願
い
）を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
限

は
、
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
の

1
年
間
で
す
。

　
な
お
、
平
成
26
年
度
に
登
録
済

み
の
業
者
は
、
26
〜
27
年
度
の
2

カ
年
有
効
な
た
め
、
申
請
は
不
要

で
す
。

申
期
2
月
10
日（
火
）〜
3
月
10
日

（
火
）必
着（
郵
送
可
）

　
☎
0
7
9

6
7
3

2
3
3
1

　
Ｆ
0
7
9

6
7
2

0
5
0
6

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携
　

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

日
・
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

所
公
立
豊
岡
病
院

他
1
歳
以
上
の
小
児
で
、
緊
急
性

の
な
い
自
己
都
合
な
ど
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
時
間
外
診
察

料
金
3
2
4
0
円
の
負
担
あ
り

問
公
立
豊
岡
病
院
救
急
受
付

　
☎
22

6
1
1
1

※
詳
細
は
、
提
出
要
領
参
照

※
提
出
要
領
・
申
請
書
様
式
は
北

但
行
政
事
務
組
合
の
ホ
で
　

（
組
合
事
務
所
窓
口
で
も
配
付
）

申
問
北
但
行
政
事
務
組
合
総
務
課

総
務
係（
〒
6
6
8

0
0
3
3

中
央
町
2
番
4
号
）

　
☎
24

5
5
0
4

　
ホhttp://w
w
w
.hokutan.jp/

家
畜
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
家
畜
を
飼
養
し
て
い
る
方
は
、

定
期
報
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
牛
・
水
牛
・
馬
・
鹿
・
め
ん
羊
・

山
羊
・
豚
・
い
の
し
し
・
鶏
・
あ

ひ
る
・
う
ず
ら
・
き
じ
・
ほ
ろ
ほ

ろ
鳥
・
七
面
鳥
・
だ
ち
ょ
う
を
1

頭（
羽
）以
上
飼
育
し
て
い
る
方
は
、

毎
年
2
月
1
日
時
点
の
飼
育
状
況

を
記
入
し
た
報
告
書
を
家
畜
保
健

衛
生
所
へ
提
出
す
る
こ
と
が
家
畜

伝
染
病
予
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

報
告
様
式
和
田
山
家
畜
保
健
衛
生

所
に
直
接
請
求
ま
た
は
姫
路
家 

畜
保
健
衛
生
所
ホ
か
ら
入
手
。

　
※「
姫
路
家
畜
保
健
」で
検
索

申
期
3
月
31
日（
火
）

申
問
和
田
山
家
畜
保
健
衛
生
所（
朝

来
市
和
田
山
町
高
田
6
6
6

1
）

月日 担当医師・
住所

2
月

15日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

22日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）
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FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

県立歴史博物館
特別企画展

災害と歴史遺産－被災文化財
等レスキュー活動の20年－

開催中
～３月15日（日）
10：00～17：00
※月曜日休館
問☎079-288-9011



木の本
< 一 般 >

木
幸田　文
（新潮社）

　先祖の倒木の上に育つ「えぞ松」、
７千年を生きる屋久島の「縄文杉」、
父との思い出につながる「藤」。筆者
が全国各地を訪ね、木に寄せる想

おも

い
を綴ったエッセイ集。

< じ ど う >
木のいのち
立松和平/文　山中桃子/絵
（くもん出版）

　街
まち

の真
ま

ん中に立つ一本のけやきの
大
たい

木
ぼく

。戦
せん

火
か

の焼
や

け跡
あと

で人々を勇
ゆう

気
き

づ
け、戦

せん

後
ご

の変
か

わり行く街
まち

でさまざま
な困

こん

難
なん

を乗
の

り越
こ

えながら、街
まち

の人々
の心の支

ささ

えとなって生き続
つづ

けます。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館
図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後6時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

2月の行事予定2月の行事予定 乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳　児 6歳～
中中学生　　高高校生　　般一般

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎支所2階） 出石 ☎21-9010（出石支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

日 曜日 時間 場所 行事名
1 日
2 月 出石 出石分館特別図書整理日（～４日まで）
3 火 休館日

4 水

10：30 竹野 にじっこえほん（竹野子育てセンター）　乳 幼

11：00 本館 おはなしのゆりかご　乳

11：00 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼

14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

5 木
6 金

7 土 10：30 竹野 テーマであそぼ!「ゆったり、ほっこり、しませんか？」
（工作:食品トレイでヨットを作ろう！）　幼 児

10：30 但東 おはなしのもり（工作:雪のオーナメントつくり）　幼 児

8 日
9 月 本館 豊岡本館特別図書整理日（～18日まで）　幼 児

10 火 休館日
11 水 休館日
12 木
13 金 10：30 但東 おはなし会（但東子育てセンター）　乳 幼

14 土 10：30 城崎 おはなしランド（工作：くるくるまわるスケート人形）　幼 児

10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

15 日
16 月
17 火 休館日
18 水
19 木 10：30 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳

20 金
21 土 10：30 但東 切り絵Art（フォトフレーム作り）　般

22 日 14：00 出石 としょかん・くらぶ　児

23 月 但東 但東分館特別図書整理日（～25日まで）
24 火 休館日
25 水 14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

26 木 10：30 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼

10：30 出石 えほんのとびら　乳 幼

27 金 休館日（図書整理日）

28 土

10：10 本館 読み聞かせ研修会　般

10：30 竹野 おはなしミッケ！　幼 児

10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00 本館 おはなし会　幼 児

※詳細は、各館に問い合わせてください。

特別図書整理による休館に伴う貸出点数20冊のお知らせ
　本館の特別図書整理２月９日（月）～18日（水）による休館に伴い、分館を含む全
館で図書・雑誌を20冊まで貸し出します（CDは10点まで）。
　期間：１月26日（月）～２月８日（日）
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2月の予定

　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を応援
するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせてください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館城崎子育てセンター　☎32-4666

（城崎支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

おでかけ広場　合橋地区公民館

なかよし広場

絵本の読み聞かせ＆作って遊ぼう

おやこっこ雪遊び　しばっこ広場（アイティ７F）

手遊び＆ふれあい遊び　子育て学習室

おかあさんの手作り広場Ⅲ　子育て学習室

おやこっこクッキングⅡ　子育て学習室

おでかけ広場　弘道地区公民館

おたのしみ広場　

絵本の読み聞かせの会

おでかけ広場（三方）　三方地区公民館

にじっこ絵本

わいわいコーラス

みんなで発表会

そとあそび広場

日　時 27日（金）　午前10時30分～11時30分
対　象 ３歳までの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 歯科衛生士のミニ講話、計測、親子遊び、子育て相談

日　時 ３日（火）　午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 豆まきをして、鬼を退治しよう‼

日　時 13日（金）　午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせ、手遊び、親子遊び、手作りおもちゃ

日　時 ４日（水）、５日（木）、12日（木）　午前10時15分～11時30分
16日（月）、25日（水）　午後１時30分～３時

対　象 乳幼児と保護者 内　容 雪玉遊び、そり遊びなど
持ち物 雪遊び用の服装（上着、ズボン、長靴、帽子、手袋）、着替え
その他 参加予定の方は前日までに申し込んでください

日　時 13日（金）　午後１時30分～２時45分 申込開始 ６日（金）
対　象 ６カ月～１歳６カ月の乳幼児と保護者　25組
内　容 手遊び・ふれあい遊び、お母さん同士の交流
持ち物 バスタオル１枚

日　時 18日（水）　午後１時30分～３時 申込開始 ９日（月）
対　象 １歳の幼児と保護者　15組 持ち物 のり、色ペン
内　容 紙コップくまさんを作る、お母さん同士の交流

日　時 23日（月）　午後１時30分～３時30分 申込開始 12日（木）
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　15組
内　容 オープンサンドイッチを作ろう 参加費 １家族250円
持ち物 エプロン、三角巾（親子とも）、お皿、お茶、ビニール袋

日　時 27日（金）　午後１時30分～３時30分 申込開始 19日（木）
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育15人）
内　容 子どもの意欲を伸ばすかかわり、つみとるかかわり

日　時 18日（水）　午前10時30分～11時30分 申込開始 ５日（木）
対　象 乳幼児と保護者　15組
講　師 こども育成課　仲義　健、榎本紗代

日　時 ５日（木）　午前10時30分～11時30分 対　象 乳幼児と保護者
内　容 ペープサート、音楽遊び

日　時 25日（水）　午前10時30分～11時 対象 乳幼児と保護者
内　容 手遊び、親子ふれあい遊び、ダンスなど

日　時 19日（木）　午前10時30分～11時 対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

日　時 ４日（水）　午前10時15分～11時30分 対象 乳幼児と保護者
内　容 親子ふれあい遊び、節分行事

日　時 ４日（水）　午前10時30分～11時30分 対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

日　時 10日（火）　午前10時～11時30分 対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌を歌う

日　時 20日（金）　午前10時～午後０時30分 対　象 乳幼児と保護者
内　容 見る人、演じる人、みんなが主役！

日　時 25日（水）　午前10時30分～11時30分 対　象 乳幼児と保護者
内　容 テラスで雪遊び（雪が無いときはおゆうぎ室で遊びます）

なかよし広場

節分（鬼と福の神）

パパと遊ぼうＤＡＹ！

日　時 ①ほっとたいむ ２日（月）・26日（木）　午前11時～
②おやこふれあいたいむ 19日（木）　午前10時30分～

場　所 ふれあい広場 対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う　②紙芝居やいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は体重や身長の計測もします

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ

子育ち＆親育ち講座　豊岡市民プラザ　練習室 親子運動遊び

パパとあそぼうデー　子育て学習室
日　時 28日（土）　午前10時～11時 対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子ふれあい遊び、ボールすべり、パネルシアターなど

おやこっこ運動遊び　子育て学習室
日　時 26日（木）　午後１時30分～２時45分 申込開始 16日（月）
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　20組
内　容 楽しい親子運動遊び
講　師 こども育成課　仲義　健、榎本紗代

日　時 １日（日）　午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　家族みんなで来てください
内　容 親子ふれあい遊び

おはなし広場　子育て学習室
日　時 ７、14、21日の土曜日　午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者 内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

なかよし広場　子育て学習室

なかよしグングン広場　ほっとステージ

おでかけ広場　城崎地区公民館　多目的ホール

日　時 18日（水）　午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳までの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）

日　時 25日（水）　午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳以上の幼児と保護者
内　容 子どもの集団遊び、自由遊び、保護者同士の交流など
持ち物 保育士、保健師、歯科衛生士、看護師

日　時 20日（金）　午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 いろいろコーナー遊び、親子遊び

日　時 18日（水）　午前10時30分～11時30分 申込開始 ５日（木）
対　象 乳幼児と保護者　15組 講　師 健康増進課　栄養士
内　容 食育に関するお話、食育クイズ、食育エプロンシアターなど

日　時 25日（水）午前10時30分～11時30分
場　所 出石子育てセンター 対　象 乳幼児と保護者　妊婦
内　容 栄養士によるミニ講話、親子交流、子育て相談

竹野子育てセンター　☎47-2030
（竹野町和田）月曜日休館

絵本の読み聞かせ
日　時 26日（木）　午前10時30分～11時 対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせとわらべうた遊び
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平成26年12月31日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

2月の主な行事
FEBRUARY

より詳しい情報は
こちらから

15（日）田んぼの学校
（９：30～ コウノトリ文化館周辺）

城崎町湯島財産区議会議員選挙投開票日
（城崎支所）

16（月）
17（火）
18（水）なかよし広場（９：30～ 子育て総合センター）
19（木）
20（金）おでかけ広場

（10：30～11：30 城崎地区公民館）

21（土）第10回但馬ドームアグレッシブスケート大
会（９：50～17：00 但馬ドーム）
木村玲奈 城崎滞在成果発表会 第１・２回
（14：00～、17：00～ 城崎国際アートセンター）

22（日）第24回とよおか津居山港かにまつり
（８：30～14：00 津居山港小島岸壁）

カバストマルシェ
（10：00～16：00 宵田商店街）

木村玲奈 城崎滞在成果発表会 第３回
（14：00～ 城崎国際アートセンター）

豊岡ノーマイカーデー（市内全域）

23（月）
24（火）
25（水）なかよしグングン広場

（９：30～ 豊岡市民プラザ）
そとあそび広場
（10：30～11：30 竹野子育てセンター）

木村玲奈 城崎滞在成果発表会 第４・５回
（13：00～、19：30～ 城崎国際アートセンター）

26（木）
27（金）モンゴルウィーク＆まるごとモンゴル雛まつり

（日本・モンゴル民族博物館他、～３月２日）

28（土）アルチザンワークショップ
（10：30～、13：00～、15：00～ トヨオカ 
カバン アルチザン アベニュー）
音楽の絵本ズーラシアンブラスと弦

つる

うさぎ
（15：00～ 市民会館）

ひ
と
り
ご
と

1（日）但馬天満宮学業成就合格祈願祭
（10：00～13：00 但馬天満宮）

パパと遊ぼうＤＡＹ！
（10：30～11：30 日高子育てセンター）

北川企画『午前五時、立岩展望台にて』城崎
試演会（18：00～ 城崎国際アートセンター）

2（月）
3（火）節分（10：00～11：30 竹野子育てセンター）
4（水）おでかけ広場

（10：15～11：30 三方地区公民館）

5（木）おでかけ広場
（10：30～11：30 弘道地区公民館）

6（金）
7（土）プラザ シネマ・シネマ

（10：00～、13：30～ 豊岡市民プラザ）
但馬ドームソフトボールクリニック

（但馬ドーム、～８日）

8（日）プラザ シネマ・シネマ
（10：00～、13：30～ 豊岡市民プラザ）

9（月）
10（火）わいわいコーラス

（10：00～11：30 竹野子育てセンター）

11（水）建国記念の日
豊岡ノーマイカーデー（市内全域）

12（木）2014｢植村直己冒険賞｣受賞者発表（14：00
～15：00 明治大学　※府中小学校と中継）

13（金）第34回企画展｢最初で最後の出石鉄道展－
休止70年記念－｣

（但馬国府・国分寺館、～５月６日）
第21回ミニ企画展｢ちいさな鉄道展－ふじ
おコレクション－｣

（但馬国府・国分寺館、～５月６日）

14（土）アルチザンワークショップ
（10：00～、13：00～ トヨオカ カバン アル
チザン アベニュー）
出石地域こころをつなぐ市民集会

（13：30～ ひぼこホール）
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Ⓨ

合　計 男　性 女　性 世帯数
85,759人（－67人） 41,172人（－14人） 44,587人（－53人） 32,794世帯（－9世帯）
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防災・減災をテーマに、命を守るためにできる、さまざまな情報を紹介しています。
家族をはじめ、身近な人たちと情報を共有しましょう。

《申込み・問合せ》防災課☎23-1111または各支所総務係

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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１ 消防団とは
　　消防団は、消防組織法に基づき、各市町村が設置する消防機関です。団員は、それぞれ自分の
仕事を持ちながら、地域における消防防災のリーダーとして活動し、住民の暮らしを守っています。
全国では、約2,200の消防団があり、約87万人の消防団員が活動しています。

３ 主な活動
　　消防団は、火災時の消火活動だけでなく、風
水害、土砂災害、地震などの災害時にも地域を守
るために出動します。

４ 訓練
　　火災や水害などの災害などに備えて、各消防団
は、消火訓練はもちろんのこと、土のう積みなど
の水防訓練や総合防災訓練にも参加しています。
そのほか、礼式訓練や消防操法訓練も行い、消防
技術の習得および向上に励んでいます。

豊岡市の消防団
　今月は、豊岡市の消防団を紹介します。

お願い
　地域の安心・安全な暮らしを守
るため、消防団に入団し、あなた
の力を貸してください。入団を希
望の方は、まずは下記問合せ先に
電話してください。

▲出初式での一斉放水

▲消防操法大会

　豊岡市は、平成17年４月１日の合併時から、市域
が広いため多団制を採っています。旧市町単位で、
豊岡消防団、城崎消防団、竹野消防団、日高消防団、
出石消防団、但東消防団の６団で構成しています。
　各消防団に、団長および副団長がいます。そして、
地域を管轄する分団があり、それぞれに分団長、副
分団長などが配置されています。
　万が一、大規模な災害が発生した場合は、６消防
団を指揮・統括する連合消防団長を、市長から任命
を受けた団長が務めることになっています。現在は、
豊岡消防団長が務めています。

２ 豊岡市の消防団
消防団名 定数（人） 団員数（人） 分団数

豊岡消防団 505 477 14
城崎消防団 150 135 5
竹野消防団 358 305 6
日高消防団 583 582 18
出石消防団 380 375 11
但東消防団 254 236 7
合計 2,230 2,110 61

（平成26年10月1日現在）


